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平
成
20
年
3
月
に
行
政
経
営
の
総
合

的
な
指
針
と
し
て
、
第
一
次
笛
吹
市
総

合
計
画
（
ふ
え
ふ
き
協
奏
曲
第
1
番
）

が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
「
活
力
あ
る
交
流
都
市
の

創
造
」
「
快
適
な
生
活
都
市
の
創
造
」
「
個

性
輝
く
自
立
都
市
の
創
造
」
と
い
っ
た

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
に
基
づ
き
基
本
構

想
を
始
め
、
様
々
な
施
策
が
体
系
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
基
本
構
想
で
は
、
10
年
後
の
将

来
像
を
達
成
す
る
た
め
の
「
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
基
本
構
想
を
、
よ
り
具
体
化

し
た
も
の
に
前
期
基
本
計
画
と
後
期
基

本
計
画
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
な
施
策

の
展
開
方
向
を
打
ち
出
す
た
め
に
、
5

年
間
の
単
位
で
新
た
に
策
定
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
施
策
の
検

証
と
評
価
を
行
う
中
で
、
後
期
基
本
計

画
を
作
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　地域資源を活かし、交流人口を増
加させ、市民生活の活気と経済力を
高め、来訪者とともに市民の夢や価
値が創り出せるまちをつくります。
※これまでに実施されてきた主な

事業
○石和駅前土地区画整理事業
○市長トップセールス
○芦川農産物直売所建設事業
○砂原橋架け替え事業
○笛吹スマートインターチェンジ

設置の促進など

　豊かな自然を守り、循環型社会
づくりを進め、全世代が安全・安
心で自分らしく生活できるまちを
つくります。
※これまでに実施されてきた主な

事業
○防災無線デジタル統合事業
○ごみ減量化推進事業
○子どもすこやか医療費助成事業
○地域介護予防活動支援事業
○特定健康診査等事業など

　夢や目標に向かって、生きる力、
学ぶ力のある子どもを育み、市民
自らの生きがいと地域の誇りが培
われるまちをつくります。
※これまでに実施されてきた主な

事業
○小学校市費負担教職員配置事業
○小中学校施設整備事業
○市民講座事業
○健康・体力づくり教室事業
○文化財保護事業など

　協働のまちづくりを進めます。また、健全で安定した行政基盤をつくるため、効率的で効果的な
地域経営を行います。

※市民・地域・企業・行政

の協働により、それぞ

れの役割りの中で進め

られた事業です。



　第一次笛吹市総合計画（ふえふき協奏

曲第１番）後期基本計画策定にあたり、

計画内容に市民の皆さんの意見を反映さ

せるとともに、協働によるまちづくりを

推進するため、公募委員を募集します。

▼応募資格　市内在住で、募集要領の応

募資格の規定に該当する方

▼募集期間　２月１日(水)～３月２日(金)

▼募集人数　５人以内

▼応募方法　「笛吹市総合計画審議会公募

委員申込書」に必要事項を記入のうえ

応募の動機（400字以内）を記載し、経

営企画課経営政策担当に提出してくだ

さい。

※詳しくは経営企画課、各支所に備えて

いる「笛吹市総合計画審議会公募委員

募集要領」をご覧ください。また市ホ

ームページでもご覧頂くことができます。

�■問合せ先　経営企画課　経営政策担当

�　☎�055（262）4111

　
市
で
は
、
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
（
平
成
25
年
4
月
〜
平
成
30
年
3
月

ま
で
の
5
年
間
）
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
市
総
合
計
画
は
、
前
期
5
年
間
（
平

成
20
年
4
月
〜
平
成
25
年
3
月
）
、
後

期
5
年
間
（
平
成
25
年
4
月
〜
平
成
30

年
3
月
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
最
終
年
度
を

目
標
年
度
と
し
て
策
定
さ
れ
ま
す
。

　
後
期
基
本
計
画
策
定
に
つ
い
て
は
、

前
期
基
本
計
画
の
検
証
を
行
う
中
、
少

子
高
齢
化
の
進
展
や
新
し
い
公
共
の
概

念
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き

る
よ
う
見
直
し
て
い
く
と
同
時
に
、
合

併
後
の
新
た
な
課
題
や
市
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
施
策
を
踏
ま
え
た
計
画
と
す

る
こ
と
が
、
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
後
期
基
本
計
画
を
策
定

す
る
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
参

加
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
、
皆
さ
ん
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を

反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
の
未
来
に
関
心
が
あ
り
、
ま
ち
づ

く
り
に
意
欲
の
あ
る
方
々
の
積
極
的
な

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
は
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
討
議
や
作
業
を
行
な
う
講

習
会
の
一
種
で
、
参
加
者
が
自
由
に

意
見
を
出
し
合
い
、
あ
る
目
的
を
達

成
す
る
た
め
の
共
同
作
業
の
場
で
す
。

誰
で
も
参
加
で
き
、
自
由
な
雰
囲
気

で
作
業
を
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

▼
募
集
人
数
　
30
人

▼
応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

で
、
継
続
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

参
加
で
き
る
方

▼
応
募
方
法

　
　
3
月
2
日
（
金
）
ま
で
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職

業
を
明
記
の
う
え
郵
送
･
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
E
メ
ー
ル
な
ど
で
経
営
企
画
課

経
営
政
策
担
当
ま
で
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。
（
様
式
は
自
由
）

　
な
お
、
応
募
書
類
に
は
必
ず
「
総

合
計
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
応
募
」

と
お
書
き
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
予
定
　
平
成
24
年
5
月
か
ら
10

月
ま
で
の
平
日
夜
間
を
中
心
に
月
1
、

2
回
程
度
を
予
定

■
応
募
・
問
合
せ
先

〒
4
0
6
│
8
5
1
0

笛
吹
市
石
和
町
市
部
7
7
7
番
地

笛
吹
市
役
所
　
経
営
企
画
課
　
経
営

政
策
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

℻
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
5

E
メ
ー
ル

　s
e

is
a

k
u

＠c
ity

.fu
e

fu
k

i.lg
.jp

大アリーナ

3面

3面

12面

14面

2面

3面

1面

小アリーナ

1面

3面

3面

1面

種目

バレーボール（6人制）

バスケットボール

バドミントン

卓球

バレーボール（9人制一般男子）

バレーボール（9人制一般女子）

フットサル・ハンドボール

種目ごとのコート数（ベンチスペース等考慮）

　
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
・
災
害
時
拠
点
な
ど
多
く
の
機
能

を
持
つ
施
設
と
し
て
計
画
す
る
中
で
、

市
内
の
既
存
施
設
を
活
用
し
な
が
ら
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、
市
の
文
化
や

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
中
核
的
施
設
と
し
て

利
用
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
体
育
関
連
の
機
能
に
着
目

し
て
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
を
説
明
し
ま
す
。

　
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
に
は
大
小
2
つ
の

体
育
館
と
し
て
使
用
で
き
る
ア
リ
ー
ナ

が
あ
り
ま
す
。

　
小
ア
リ
ー
ナ
の
床
の
大
き
さ
は
28
m

×
22
・
5
m
で
6
3
0
㎡
（
約
１
９
０

坪
）
で
す
。
ま
た
、
大
ア
リ
ー
ナ
は
、

61
m
×
38
m
で
2
3
1
8
㎡
（
約
７
０

０
坪
）
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
既
存
体
育
館
で
は
、
い
ち
の

み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
総
合
体
育

館
の
ア
リ
ー
ナ
面
積
が
1
3
4
0
㎡
で
、

大
ア
リ
ー
ナ
は
こ
の
体
育
館
の
約
1
・

7
倍
の
大
き
さ
と
な
り
ま
す
。

　
大
小
ア
リ
ー
ナ
と
も
体
育
館
の
床
材

を
使
用
し
ま
す
の
で
、
体
育
館
で
行
う

ス
ポ
ー
ツ
に
は
対
応
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
で
は
床

面
か
ら
天
井
ま
で
の
高
さ
制
限
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
は
こ

れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
設
計
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
左
表
は
、
種
目
ご
と
の
競
技
が
で
き

る
コ
ー
ト
数
の
一
例
で
す
が
、
こ
の
コ

ー
ト
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
ご
と
に

必
要
な
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
や
選
手
ベ
ン

チ
ス
ペ
ー
ス
を
考
慮
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
通
常
の
練
習
に
お
い
て

は
よ
り
多
く
の
活
用
が
で
き
ま
す
し
、

こ
れ
ら
の
種
目
以
外
に
お
い
て
も
剣
道

や
空
手
な
ど
多
様
な
利
用
が
で
き
ま
す
。

　　
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
は
大
小
ア
リ
ー
ナ

以
外
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め

る
施
設
で
す
。

　
2
階
に
は
誰
も
が
利
用
で
き
る
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ー
ス
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を

設
け
ま
す
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に
は
ジ
ム
機
器
を

設
置
し
、
ア
リ
ー
ナ
か
ら
は
独
立
し
た

空
間
と
す
る
と
と
も
に
、
大
ア
リ
ー
ナ

観
覧
席
背
面
、
約
2
0
0
m
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ー
ス
と
併
せ
天
候
に
左
右
さ
れ

ず
、
気
軽
に
体
を
動
か
せ
る
環
境
を
整

え
ま
す
。

　
ま
た
、
1
階
の
多
目
的
室
に
お
い
て

も
軽
体
操
な
ど
が
で
き
る
構
造
と
す
る

他
、
屋
外
で
は
屋
外
広
場
等
を
活
用
し

て
体
を
動
か
す
こ
と
の
で
き
る
施
設
整

備
を
行
い
ま
す
。

　
基
本
設
計
の
詳
し
い
内
容
は
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
て
い
る

他
、
経
営
企
画
課

窓
口
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
多
機
能
ア
リ
ー
ナ

　
建
設
班

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1



　平成23年分「所得税」の確定申告と平成24年度分「市県民税」の申告相談及び受付が始まり

ます。

○指定された日時に都合の悪い方は、予備日をご利用ください。

○日曜確定申告会場を、2月19日（日）・26日（日）午前9時～11時・午後1時～4時に市役所南館1

階会場のみ開設します。市内全域が対象ですのでご利用ください。

▼確定申告上の注意点

○申告には印鑑が必要になりますので、忘れずにお持ちください。

○申告して所得税の還付が出る方は、還付先の口座番号（本人名義）が必要になります。

○給与収入や公的年金収入のある方は源泉徴収票をお持ちください。また事業収入・不動産収

入のある方は収支の内訳をあきらかにして申告会場にお越しください。

○所得控除（社会保険料、生命保険料、地震保険料など）を受ける方は、支払額などの証明書

をお持ちください。

○医療費控除を受ける方は、治療費などの領収書をお持ちください。（事前に個人別の合計金額

を計算してください）

○e-Tax作成コーナーを市役所南館1階会場に開設しますのでご利用ください。ただし、事前に

電子証明書等の準備が必要です。

○土地・建物等の譲渡所得がある方は、直接税務署で申告してください。

　確定申告書作成指導会場「夢わーく山梨」（勤労者福祉セン

ター）旧山梨市役所隣り

○申告した内容は、国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者

医療保険料等の保険料の算定や負担区分の判定などに必要な

賦課資料になります。

○申告不要の上場株式の配当または譲渡所得があった方は、申

告をすると所得税が還付されることがありますが、国民健康

保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料などの保険料の

算定や負担区分の判定などにおける所得金額に算入されます。

■問合せ先　・税務課　市民税担当　　　　☎�055(262)4111
　　　　　　・山梨税務署　個人課税担当　☎�0553(22)1411

　石和町・春日居町については、特に行政区の指定はありませんので期間内に申告を行ってく
ださい。
　石和町の申告会場は市役所南館1階大会議室（旧峡東病院）、春日居町の申告会場は春日居支
所です。

石橋

三椚

大窪

藤垈

午前9時～11時

午後1時～4時

午前9時～11時

午後1時～4時

午前9時～11時

午後1時～4時

午前9時～11時

午後1時～4時

午前9時～11時

午後1時～4時

午前9時～11時

午後1時～4時

午前9時～11時

午後1時～4時

午前9時～11時

午後1時～4時

午前9時～11時

午後1時～4時

午前9時～11時

午後1時～4時

午前9時～11時

午後1時～4時

午前9時～11時

午後1時～4時

午前9時～11時

午後1時～4時

午前9時～11時

午後1時～4時

午前9時～11時

午後1時～4時

午前9時～11時

午後1時～4時

午前9時～11時

午後1時～4時

午前9時～11時

午後1時～4時

午前9時～11時

午後1時～4時

午前9時～11時

午後1時～4時

午前9時～11時

午後1時～4時

芦川町

芦川支所

受付時間月　　日

行　　　政　　　区

御坂町

御坂支所

一宮町

一宮支所

八代町

八代支所

境川町

境川防災センター

2月16日

2月17日

2月20日

2月21日

2月22日

2月23日

2月24日

2月27日

2月28日

2月29日

3月1日

3月2日

3月5日

3月6日

3月7日

3月8日

3月9日

3月12日

3月13日

3月14日

3月15日

（木）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

下井之上

県営団地

八千蔵

尾山

蕎麦塚

国衙

下野原

栗合

藤野木・新田・立沢

戸倉・十郎

新上宿・坂野

道場・駒留

若宮

八反田

成田

下成田

竹居

大野寺

二階

二之宮

夏目原

金川原

井之上

下黒駒

成田

予備日

予備日 予備日

予備日

下矢作・小城

末木

北都塚・本都塚

竹原田

東原

金田・国分

坪井

田中

一ノ宮・神沢

地蔵堂・南野呂

中尾

北野呂・上矢作

市之蔵・新巻

塩田

狐新居・金沢

東新居・土塚

石・千米寺

南（1～4組）

南（5～10組）

南（11～14組）

南（15～20組）

南（21～24組）

南（25～34組）

南（35組～）

北（1～4組）

北（5～7組）

北（8～12組）

北（13～15組）

北（16～21組）

北（22～27組）

北（28組～）

高家（1～4組）

高家（5～10組）

高家（11組～）

岡（3～4組）

岡（1～2組）

岡（5～7組）

岡（8～10組）

岡（11組～）

増田（1～2組）

増田（3～5組）

増田（6組～）

奈良原（全）

竹居（1～5組）

竹居（6組～）

永井（1～2組）

永井（3～5組）

永井（6組～）

米倉（1～3組）

米倉（4～5組）

米倉（6組～）

大黒坂

小黒坂

小黒坂

小山

前間田

前間田

石橋

石橋

藤垈

藤垈

原

原

上寺尾

中寺尾・間門

大坪・境

地
区
割
り
は
実
施
し
ま
せ
ん
が
、
芦
川
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



　
12
月
13
日
に
開
か
れ
た
市
議
会
に
お

い
て
、
早
川
公
仁
氏
が
新
し
く
教
育
委

員
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

平
成
24
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
27
年
12

月
31
日
ま
で
の
4
年
間
で
す
。

　
な
お
、
新
し
い
教
育
委
員
会
委
員
の

構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

○
委
員
長

　
曽
根
　
敦
子
（
境
川
町
石
橋
）

○
委
員
長
職
務
代
理

　
早
川
　
公
仁
（
御
坂
町
八
千
蔵
）

○
委
員

　
桑
原
　
　
明
（
境
川
町
寺
尾
）

　
津
金
　
　
猛
（
春
日
居
町
鎮
目
）

　
齊
藤
　
幸
三
（
石
和
町
小
石
和
）

○
教
育
長

　
山
田
　
武
人
（
一
宮
町
中
尾
）

■
問
合
せ
先

　
教
育
総
務
課
　
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
6

　
森
林
に
は
、
災
害

の
防
止
、
水
源
の
か

ん
養
等
多
く
の
公
益

的
機
能
が
あ
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
こ
の
重

要
な
役
割
を
果
た
す
森
林
を
健
全
な
姿

で
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、

平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
森
林
環
境
税

（
県
民
税
均
等
割
の
超
過
課
税
）
を
導

入
し
ま
す
。

　
県
民
税
均
等
割
額
に
次
の
額
を
上
乗

せ
（
超
過
課
税
）
し
て
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
納
付

の
方
法
は
こ
れ
ま
で
の
県
民
税
均
等
割

と
同
じ
で
す
。

○
個
人
年
額
5
0
0
円
（
平
成
24
年
度

か
ら
課
税
）

○
法
人
均
等
割
額
の
5
％
（
平
成
24
年

4
月
1
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年

度
か
ら
課
税
）

■
問
合
せ
先

・
税
の
使
い
道
に
関
す
る
こ
と

　
県
森
林
環
境
総
務
課

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
6
3
4

・
税
の
仕
組
み
に
関
す
る
こ
と

　
県
税
務
課

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
3
8
7

　市では、平成24年度から市内都市計画区域を対象に都市計画税を課税する

予定でしたが、3年間延期し、平成27年度から課税することになりました。

■問合せ先　税務課　資産税担当　☎�055（262）4111

　都市計画税については、平成21年度の笛吹市都市計

画税取扱い方針に基づき、平成24年度から課税するこ

とになっていました。しかし、東日本大震災等の影響

により市内の経済状況はさらに悪化しつつあり、復興

財源確保のため国税、地方税の増税が検討されている

ことなどから12月の市議会で議論された結果、平成24

年度課税を平成27年度に延期することになりました。

▼課��税��年��度　平成27年度から

▼課税対象区域　笛吹市都市計画区域

▼課税対象資産　都市計画区域内の土地（宅地及び雑種地とし、農地、山林及び原野を除く）

　　　　　　　　及び家屋

▼税　　　　率　都市計画税課税標準額の100分の0.2

　
平
成
20
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、

所
得
税
の
控
除
対
象
寄
附
金
（
国
に
対

す
る
寄
附
金
及
び
政
党
等
に
対
す
る
政

治
活
動
に
関
す
る
寄
附
金
を
除
く
）
の

う
ち
、
県
又
は
市
が
条
例
で
定
め
る
も

の
を
個
人
住
民
税
の
税
額
控
除
の
対
象

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
市
で
は
、
住
民
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
市
税
条

例
の
改
正
を
行
い
、
次
の
法
人
等
に
個

人
が
寄
附
を
行
っ
た
場
合
、
従
来
の
所

得
税
に
加
え
て
、
寄
附
者
の
個
人
市
民

税
（
個
人
県
民
税
）
の
一
定
額
が
税
額

か
ら
控
除
で
き
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

施
行
期
日
等
に
つ
い
て

平
成
24
年
4
月
1
日
施
行
　
　

　
平
成
24
年
度
課
税
分
の
個
人
市
民
税

か
ら
税
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

平
成
23
年
1
月
1
日
適
用
　
　

　
平
成
23
年
1
月
1
日
以
降
に
支
払
っ

た
寄
附
金
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

寄
附
を
さ
れ
た
方
の
申
告
手
続
き

　
所
得
税
の
寄
附
金
控
除
と
個
人
住
民

税
の
寄
附
金
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け

る
た
め
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
せ
ず
、

個
人
住
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除
の
み

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
税
務
課

で
住
民
税
申
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
申
告
に
あ
た
っ
て
は
、
寄
附
先
の
法

人
又
は
団
体
が
発
行
し
た
、
寄
附
金
の

受
領
を
証
明
す
る
書
類
（
領
収
書
等
）

の
添
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
e
│

T
A
X
（
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し
て
所
得
税
の

確
定
申
告
を
行
う
場
合
は
、
領
収
書
等

を
送
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

申
告
後
5
年
間
は
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
書
に
は
、
領
収
書
等
に
記

載
さ
れ
て
い
る
寄
附
先
の
法
人
名
、
法

人
の
所
在
地
、
寄
附
金
額
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

　
平
成
23
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
支
払
っ
た
寄
附
金
は
、
個

人
住
民
税
に
つ
い
て
は
平
成
24
年
度
課

税
分
の
税
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

控
除
額
に
つ
い
て

　
寄
附
金
額
か
ら
2
0
0
0
円
を
差
引

い
た
額
の
6
％
が
個
人
市
民
税
か
ら
控

除
さ
れ
、
県
民
税
分
の
4
％
と
合
わ
せ

て
10
％
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
算
定
に
お
け
る
寄
附
金
額

は
総
所
得
金
額
等
の
30
％
を
上
限
と
し

ま
す
。

※
地
方
自
治
体
に
対
す
る
寄
附
金
（
ふ

る
さ
と
納
税
）
に
つ
い
て
は
、
控
除

額
の
計
算
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

※
計
算
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問合せ先　税務課　市民税担当　☎�055（262）4111

▼新たに控除対象となった寄附金
　山梨県内に事務所又は事業所を有する法人又は団体であ
って、山梨県知事が指定したものに対する寄附金において
次の控除対象寄附金として認められていること。

控除の対象となる寄附金
▼従来の控除対象寄附金
○地方自治体に対する寄附金（ふるさと納税）
○日本赤十字社（山梨県支部）に対する寄附金
○県共同募金会に対する寄附金

※上記寄附金に加え、条例で指
定した以下の寄附金が新たに
控除の対象となりました。

財務大臣が指定した寄附金（所得税法第78条第2項第2号）

認定NPOに対する寄附金（租税特別措置法第41条の18の3）

特定公益増進法人に対する寄附金（所得税法第78条第2項
第3号）

特定公益信託の信託財産とするための支出（所得税法第78
条第3項）

独立行政法人（所得税法施行令第217条第1項第1号）

学校法人（所得税法施行令第217条第1項第4号）

社会福祉法人（所得税法施行令第217条第1項第5号）

更生保護法人（所得税法施行令第217条第1項第6号）

一定の地方独立行政法人（所得税法施行令第217条第1項
第1号の2）

公益社団法人及び公益財団法人（所得税法施行令第217
条第1項第3号）（特例民法法人を含む）

自動車安全運転センター、日本司法支援センター、日本
私立学校振興・共済事業団及び日本赤十字社（所得税法
施行令第217条第1項第2号）



　●
慢
性
腎
炎
は

�
腎
不
全
原
因
の
2
番
目
●

　
慢
性
腎
臓
病
シ
リ
ー
ズ
で
去
年
の
12

月
号
で
「
糖
尿
病
」
、
今
年
の
1
月
号

で
「
高
血
圧
」
の
お
話
を
し
ま
し
た
。

腎
不
全
で
透
析
治
療
に
至
る
原
因
の
1

番
は
糖
尿
病
で
、
3
番
目
が
高
血
圧
で

す
。
「
で
は
2
番
は
?
」
と
い
う
と
、

慢
性
腎
炎
な
の
で
す
。
糖
尿
病
や
高
血

圧
を
治
療
し
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い

ま
す
よ
ね
。
で
も
慢
性
腎
炎
で
病
院
に

か
か
っ
て
い
る
人
は
あ
ま
り
聞
き
ま
せ

ん
。

●
慢
性
腎
炎
っ
て

　
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
で
す
●

　
「
小
さ
い
頃
む
く
ん
で
き
て
腎
炎
で

一
月
以
上
も
入
院
し
た
」
な
ん
て
い
う

経
験
の
あ
る
人
も
い
ま
す
。
血
尿
や
浮

腫
み
に
気
づ
い
て
病
院
に
来
る
人
も
い

ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
健
康
診
断

や
人
間
ド
ッ
ク
で
尿
の
検
査
を
し
た
ら
、

蛋
白
が
出
て
い
た
り
血
液
反
応
が
あ
っ

た
り
し
て
発
見
さ
れ
ま
す
。
腎
臓
の
毛

細
血
管
や
尿
細
管
が
炎
症
を
起
こ
し
て

だ
ん
だ
ん
壊
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
病
気

で
、
そ
の
と
き
に
尿
に
蛋
白
や
血
液
が

出
る
の
で
す
。
炎
症
な
の
で
す
が
、
熱

が
出
る
こ
と
も
痛
む
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　
な
に
し
ろ
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

見
つ
か
っ
た
時
に
は
腎
臓
の
機
能
が
半

分
以
下
ま
で
落
ち
て
い
た
り
、
透
析
寸

前
ま
で
来
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
全
然

障
害
さ
れ
て
い
な
い
人
ま
で
様
々
で
す
。

一
言
で
慢
性
腎
炎
と
い
っ
て
も
ピ
ン
か

ら
キ
リ
ま
で
あ
る
の
で
す
。
そ
こ
で
「
腎

臓
が
悪
く
な
っ
た
原
因
」
と
「
今
現
在

の
腎
臓
機
能
」
や
「
腎
機
能
障
害
の
進

む
は
や
さ
」
を
検
査
し
て
予
後
を
推
定

し
、
治
療
方
法
を
適
用
し
ま
す
。

●
腎
生
検
で
確
定
診
断
し
て
、

　
治
療
も
確
定
●

　
慢
性
腎
炎
の
確
定
診
断
と
治
療
法
の

決
定
に
は
腎
生
検
が
有
効
で
す
。
し
か

し
体
の
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
腎
臓
に
直

接
針
を
打
ち
込
む
検
査
で
す
の
で
、
本

当
に
必
要
な
人
に
だ
け
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
の
方
々
に
は
尿
を
検
査

容
器
に
た
め
て
も
ら
い
、
蛋
白
尿
の
量

や
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
法
で

腎
臓
機
能
や
障
害
の
進
み
方
を
追
跡
し

な
が
ら
、
増
悪
因
子
（
高
血
圧
や
塩
分
・

蛋
白
過
剰
摂
取
）
を
取
り
除
い
て
薬
物

治
療
を
加
え
て
い
き
ま
す
。
よ
く
効
く

薬
が
あ
り
ま
す
が
、
副
作
用
も
軽
い
も

の
か
ら
重
い
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。
た

と
え
ば
「
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
」
で
す
。
ご

本
人
に
よ
く
説
明
を
聴
い
て
も
ら
っ
て

病
気
を
理
解
し
、
か
か
り
つ
け
の
お
医

者
さ
ん
と
専
門
医
で
連
携
を
し
て
、
腎

臓
を
守
り
腎
不
全
に
な
る
の
を
防
い
で

い
く
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
山
梨
慢
性
腎
臓
病
対
策
協
議
会
　

h
ttp

:/
/

w
w

w
.y

c
k

d
i.o

r
g

/

）

山梨厚生病院
腎臓内科部長

櫻林　耐医師
たい

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民
健
康

保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。「
み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
」
に
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　　
平
成
24
年
度
の
国
民
健
康
保
険
証
（
以

下
「
保
険
証
」
）
発
行
の
際
、
国
保
税

に
未
納
が
あ
る
方
は
、
次
の
よ
う
な
扱

い
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
保
険
証
の
有
効
期
限
が
短
く
な
り
ま

す
。
（
「
短
期
被
保
険
者
証
」
の
発
行
）

○
特
別
な
事
情
も
な
く
1
年
以
上
未
納

が
続
く
と
、
病
院
に
か
か
っ
た
時
、

医
療
費
が
い
っ
た
ん
全
額
負
担
に
な

る
場
合
（
「
資
格
者
証
」
の
発
行
）

が
あ
り
ま
す
。

○
限
度
額
認
定
証
の
発
行
が
で
き
ま
せ

ん
。

　
納
付
が
難
し
い
時
は
、
納
付
方
法
に

つ
い
て
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
保
険
税
が
期
限
内
に
納
め
ら

れ
て
い
な
い
世
帯
に
は
、
市
の
徴
収
員

が
自
宅
へ
訪
問
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
徴
収
員
は
身
分
証
明
書
を
必
ず
携
帯

し
て
い
ま
す
。
不
審
な
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

　Ａ
さ
ん
の
ケ
ー
ス

　
一
人
世
帯
の
Ａ
さ
ん
（
50
歳
）
が
入

院
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
手
術
を

受
け
、
治
療
費
20
万
円
（
保
険
適
用
分
）

を
病
院
に
支
払
い
ま
し
た
。
3
カ
月
後
、

国
民
健
康
保
険
課
か
ら
高
額
療
養
費
の

申
請
通
知
が
届
き
、
自
己
負
担
限
度
額

は
上
位
所
得
者
の
15
万
円
（
月
額
）
を

超
え
た
5
万
円
が
高
額
療
養
費
と
し
て

戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

過
去
の
保
険
税
に
未
納
が
あ
っ
た
た
め
、

5
万
円
を
未
納
分
に
充
て
る
た
め
手
元

に
は
戻
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
Ａ
さ
ん
は
前
年
失
業
中

で
所
得
が
無
か
っ
た
た
め
、
申
告
を
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
市
役
所
で
所
得
が
な
か
っ
た
旨
の
申

告
を
し
た
と
こ
ろ
、
自
己
負
担
限
度
額

が
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
3
万
５
４
０

０
円
（
月
額
）
に
な
り
差
額
の
16
万
４

６
０
０
円
が
高
額
療
養
費
と
し
て
戻
る

計
算
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
上
、
保
険
税
も
所
得
が
な
い
申

告
を
し
た
の
で
軽
減
が
掛
り
安
く
な
り

ま
し
た
。
結
局
Ａ
さ
ん
に
は
過
去
の
保

険
税
の
未
納
分
を
差
し
引
い
た
高
額
療

養
費
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
所
得
が
無
い
場
合
も

申
告
を
お
こ
な
う
と
、
保
険
税
が
軽
減

さ
れ
た
り
、
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度

額
が
低
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
所

得
が
無
く
、
ご
家
族
な
ど
の
扶
養
と
な

っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
必
ず
所
得
申

告
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
自
己
負
担
限
度
額
や
保
険
税
の
軽
減

は
、
年
齢
や
世
帯
の
総
所
得
で
判
定

す
る
の
で
、
こ
の
ケ
ー
ス
と
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
23
年
10
月
の
一
人
当
た
り
療
養

給
付
費
は
1
万
9
3
8
0
円
で
し
た
。

平
成
22
年
10
月
と
比
較
す
る
と
１
９
３

７
円
＋
11
・
1
%
）
で
、
大
幅
増
と
な

り
ま
し
た
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
う
な
ど

引
続
き
医
療
費
の
節
約
を
心
が
け
て
い

た
だ
き
、
安
定
し
た
国
保
運
営
の
た
め

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
４
１
１
１

た
ん
ぱ
く



■問合せ先
　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎�055（262）4111

　第3期笛吹市男女共同参画推進委員会が発足して10カ月、この間、委員会内ではどう推進していく

かについて活発な議論を交わし、今期も部会体制で推進していくことを確認しました。

　笛吹市男女共同参画推進条例が制定され施行された今期、やはり条例の周知に重点を置いた取り組

みを進めようということになりました。

　部会は家庭部会、職場部会、広報部会、地域部会の4部会になりましたが、今月はそのうち、家庭

部会、職場部会、広報部会の当面の部会活動についてお伝えします。

部会長　芝垣玲子さん他部員9名

　前期までの活動を踏まえ、「輝けチャチャチャ・笛

吹の未来」のDVDを活かせる活動を進めます!

　それにはまず、部会内の融和を図り、フォーラム

や集会などで発表できるよう努めます。

　講師をお招きしての学習会も計画しています。

私たちも
市民の一人。
できることを
しなくっちゃ!

今期の活動も
楽しそうだね。
どんな活動に
なるのかな?

笛ちゃん 吹ちゃん

部会長　和泉正江さん他部員8名

　県の推進事業「男女いきいき・輝き宣言企業」

の学習を深め、市内企業へ呼びかけます。

　ワークライフバランスの学習も予定しています。

部会長　吉原五鈴子さん他部員8名

　まずは条例を知っていただけるようがんばります!

　よりわかりやすい情報発信を心がけ、メールマガジン

などを積極的に活用し、楽しい情報提供に努めます。

サッカー解説者の羽中田昌さんをお招きし、男女共
同参画講演会を開催します。皆さん、ぜひお越しく
ださい。
▼日時　3月4日（日）午後1時～3時
▼場所　スコレーセンター集会室
　　　　詳細はこちらをご覧ください↓
　　　　https://opencity.jp/fuefuki/

お天狗さんの舞

湯立の様子

　
ふ
る
さ
と
の
祭
り
シ
リ
ー
ズ
第
8
回

は
、
毎
年
２
月
8
日
に
行
わ
れ
る
御
坂

町
二
之
宮
地
区
に
あ
る
美
和
神
社
の
湯
立

神
事
（
※
1
）
を
紹
介
し
ま
す
。

歴
史
あ
る
美
和
神
社
の
湯
立
神
事

　
美
和
神
社
は
、
九
世
紀
光
孝
天
皇
の

時
代
に
甲
斐
国
第
二
宮
と
定
め
ら
れ
、

中
世
で
は
、
歴
代
の
武
田
氏
惣
領
が
武

運
長
久
、
子
孫
繁
栄
を
祈
願
し
て
尊
び

あ
が
め
た
神
社
で
す
。

　
こ
の
湯
立
に
は
、
天
狗
の
お
面
を
着

け
た
猿
田
彦
（
※
2
）
の
舞
が
と
も
な

い
、
地
元
で
は
「
お
天
狗
さ
ん
の
舞
」

「
天
狗
の
舞
」
と
呼
ば
れ
、
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
で
湯
立
神
事

に
舞
が
披
露
さ
れ
る
の
は
こ
こ
だ
け
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
美
和
神
社
の
湯
立
神
事
の
歴
史
は
古

く
、
記
録
に
よ
る
と
江
戸
時
代
後
期
に

は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

お
天
狗
さ
ん
の
舞
と
湯
立

　
午
後
1
時
過
ぎ
に
厄
歳
、
還
暦
を
迎

え
た
氏
子
が
集
ま
り
本
殿
と
祭
場
で
神

事
を
行
い
、
2
時
頃
か
ら
お
天
狗
さ
ん

の
舞
が
始
ま
り
ま
す
。
舞
は
「
手
締
め

の
舞
」
「
鉾
の
舞
」
「
太
刀
の
舞
」
の
3

種
か
ら
成
り
ま
す
。
「
手
締
め
の
舞
」

は
手
締
め
と
呼
ば
れ
る
力
紙
（
※
3
）

を
中
指
に
結
び
素
手
で
舞
う
舞
で
す
。

ま
ず
祭
壇
（
北
）
に
向
か
い
顔
の
前
に

か
ざ
し
た
両
手

で
印
を
結
び
ま

す
。
つ
い
で
右

手
、
左
手
、
右

手
の
順
に
斜
め

に
片
手
を
振
り

上
げ
、
右
手
で

九
字
の
印
を
切

り
ま
す
。
次
に

右
足
で
九
字
を

描
き
ま
す
。
舞

手
は
足
を
踏
み

な
が
ら
右
回
り

に
一
周
旋
回
し

て
位
置
を
変
え
、

東
、
南
、
西
の
順
に
向
い
て
同
じ
舞
の

所
作
を
繰
り
返
し
ま
す
。
鉾
の
舞
、
太

刀
の
舞
も
同
様
の
所
作
で
舞
い
ま
す
が
、

足
で
九
字
を
描
く
動
作
は
手
締
め
の
舞

の
み
行
い
ま
す
。

　
太
刀
の
舞
が
終
了
す
る
と
、
舞
手
は

祭
壇
に
向
か
い
鞘
に
太
刀
を
納
め
、
拍

手
を
2
回
打
ち
、
退
場
し
ま
す
。
こ
の

後
す
ぐ
に
湯
立
に
移
り
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
宮
司
は
衣
の
袖
を
ま
く

り
、
湯
が
き
の
竹
竿
を
ゆ
っ
く
り
回
し

て
釜
の
湯
を
か
き
混
ぜ
ま
す
。
次
に
竹

竿
を
激
し
く
釜
の
底
に
こ
す
る
よ
う
に

右
に
回
転
さ
せ
ま
す
。
こ
の
湯
立
の
所

作
を
繰
り
返
し
た
後
、
柄
杓
で
釜
の
湯

を
祭
壇
の
器
に
汲
ん
で
神
に
献
上
し
ま

す
。
次
に
笹
竹
2
本
を
湯
に
浸
し
、
両

手
を
使
い
左
右
に
振
り
湯
花
を
四
方
に

散
ら
し
て
神
事
は
終
了
に
な
り
ま
す
。

美
和
神
社
太
々
神
楽

　
美
和
神
社
に
は
、
県
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
太
々
神
楽
が

あ
り
ま
す
。
太
々
神
楽
は
氏
子
の
美
和

神
社
神
楽
保
存
会
の
会
員
に
よ
り
毎
年

4
月
行
わ
れ
る
春
の
例
大
祭
で
披
露
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
湯
立
神
事
で
舞

わ
れ
る
お
天
狗
さ
ん
の
舞
も
保
存
会
の

方
々
が
毎
年
舞
手
に
な
っ
て
い
ま
す
。

湯
立
と
舞
を
一
度
に
ご
覧
に
な
れ
る
美

和
神
社
の
湯
立
神
事
に
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

※
1
　
湯
立
神
事
…
釜
で
湯
を
煮
え
た

ぎ
ら
せ
、
そ
の
湯
を
神
々
に
献
上
す

る
と
と
も
に
、
氏
子
に
飛
沫
を
か
け

て
、
無
病
息
災
や
五
穀
豊
穣
な
ど
を

願
う
行
事
。
美
和
神
社
で
は
厄
歳
の

人
の
厄
払
い
と
還
暦
の
人
の
祈
祷
も

兼
ね
て
行
う
。

※
2
　
猿
田
彦
…
日
本
神
話
の
神
。
背

が
高
く
長
い
鼻
を
持
つ
容
姿
の
描
写

か
ら
、
天
狗
の
原
形
と
い
わ
れ
る
。

※
3
　
力
紙
…
力
の
象
徴
あ
る
い
は
呪

力
を
も
つ
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
る

白
紙
。

ひ
し
ゃ
く

ひ
ま
つ

き
と
う

さ
や

ち
か
ら
が
み

ほ
こ

た
�

ち

そ
う
り
ょ
う

ゆ
だ
て



　　
芦
川
の
歴
史
、
兜
造
民
家
の
特
徴
や

石
垣
の
景
観
な
ど
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
解
説
し
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
10
日
（
土
）

集
合
　
午
前
9
時

出
発
　
午
前
9
時
30
分

解
散
　
午
後
1
時

▼
集
合
場
所

○
市
役
所
八
代
支
所
駐
車
場

※
バ
ス
で
上
芦
川
に
移
動
後
、
現
地
散

策
会
を
行
い
ま
す
。

※
産
物
直
売
所
「
お
ご
っ
そ
う
家
」
に

も
立
ち
寄
り
ま
す
。

▼
定
員
　
50
名
（
先
着
順
・
市
民
優
先
）

▼
申
込
方
法
　
2
月
13
日
（
月
）
〜
17
日

（
金
）
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5

時
の
間
に
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　
ま
た
、
持
ち
物
等
の
連
絡
は
参
加
決

定
通
知
と
と
も
に
お
送
り
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
財
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
2

　
市
内
の
和

太
鼓
愛
好
団

体
に
よ
っ
て

結
成
さ
れ
た

笛
吹
市
太
鼓

連
合
に
よ
る

「
第
8
回
笛

吹
市
太
鼓
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
次
の

と
お
り
開
催

し
ま
す
。
和
太
鼓
の
勇
壮
で
華
や
か
な

響
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
2
月
26
日
（
日
）

　
開
演
　
午
後
0
時
30
分

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館

▼
出
演
団
体
（
予
定
）

　
山
梨
園
芸
笛
吹
高
等
学
校
す
い
れ
き

太
鼓
部
・
博
愛
保
育
園
・
甲
斐
い
ち

の
み
や
桃
源
太
鼓
・
英
保
育
園
・
木

の
花
保
育
園
・
前
田
タ
ク
ヤ
太
鼓
道

場
・
ふ
え
ふ
き
ど
ん
ど
こ
太
鼓
・
甲

斐
之
国
御
坂
天
雷
太
鼓
保
存
会
・
御

坂
天
雷
太
鼓
子
供
組

▼
入
場
料
　
無
料

■
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
太
鼓
連
合

　
梶
原
☎
0
5
5
（
2
6
4
）
2
7
2
9

　
水
上
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
9
3
8

　
「
ひ
な
段

飾
り
」
「
楊

貴
妃
」
「
享

保
ひ
な
」
な

ど
市
内
の
旧

家
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
歴
史

あ
る
ひ
な
人

形
を
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
期
間
・
時
間

2
月
15
日
（
水
）
〜
4
月
9
日
（
月
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※
休
館
日
　
毎
週
火
曜
日

▼
場
所

　
八
田
家
書
院

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
6
1
1
1

▼
料
金

　
一
般
　
�
�
2
0
0
円

　
20
歳
未
満
　
1
0
0
円

■
問
合
せ
先
　
文
化
財
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
2

　
日
本
写
真
協
会
会
員
の
写
真
家
、
　

橋
ぎ
い
ち
氏
が
9
年
間
に
渡
り
撮
影
し

続
け
て
き
た
芦
川
町
の
写
真
展
を
開
催

し
ま
す
。
　
橋
氏
は
芦
川
町
の
集
落
が

強
い
連
帯
感
で
結
ば
れ
て
い
る
姿
に
「
現

代
人
が
忘
れ
た
精
神
性
」
を
感
じ
平
成

14
年
か
ら
撮
影
を
続
け
て
い
ま
す
。
芦

川
町
に
根
を
張
っ
て
生
き
る
人
々
の
日

常
を
撮
っ
た
写
真
を
多
数
展
示
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
2
月
1
日
（
水
）
〜
3
月
26
日

（
月
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
入
館

は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
　
毎
週
火
曜
日
と
2
月
11
日

（
土
・
祝
）・
3
月
21
日
（
水
）

▼
場
所
　
春
日
居
郷
土
館

▼
入
館
料

　
大
人
�
�
�
�
2
0
0
円

�
小
・
中
高
生
　
1
0
0
円

■
問
合
せ
先

・
春
日
居
郷
土
館

　
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
5
1
0
0

・
文
化
財
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
2

　　
市
体
育
指
導

委
員
会
は
、
市

民
の
健
康
増
進

や
各
地
域
の
親

睦
を
深
め
る
た

め

、
「
第
5
回

笛
吹
市
民
ウ
ォ

ー
ク
in
い
さ
わ
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
周
辺
の
歴
史
や
自
然
に
触
れ
な
が
ら
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
3
月
4
日
（
日
）

受
付
　
午
前
9
時

開
会
　
午
前
9
時
30
分

（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
正
午
終
了
予
定
）

▼
集
合
場
所
　
清
流
公
園
芝
生
広
場

※
飲
物
等
は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
同
日
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で

市
民
協
働
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、

飲
食
コ
ー
ナ
ー
等
が
催
さ
れ
ま
す
。

こ
ち
ら
も
、
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
　
3
月
2
日
（
金
）
（
平
日

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）
ま
で

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

℻
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
0

ま
た
は
各
支
所

　
石
和
町
文
化
協
会
で
は
、
会
員
の
み

な
ら
ず
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
演
奏

会
を
開
催
し
ま
す
。
石
和
町
在
住
の
ピ

ア
ニ
ス
ト
小
野
惠
子
さ
ん
他
、
多
彩
な

メ
ン
バ
ー
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
新
し
い
感

動
企
画
を
届
け
ま
す
。
入
場
は
無
料
で

す
。

▼
日
時
　
2
月
12
日
（
日
）

開
場
　
午
後
1
時

開
演
　
午
後
1
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

▼
出
演
者
　
小
野
惠
子
（
ピ
ア
ノ
）

　
小
石
　
晋
（
バ
イ
オ
リ
ン
）

　
志
村
か
お
り
（
歌
）

　
長
谷
川
空
手
ス
ク
ー
ル

　
石
和
図
書
館
司
書
（
朗
読
）

■
問
合
せ
先
�

石
和
町
文
化
協
会

　
会
長
�

島
村
鉄
二

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
6
5
2
6

　
県
内
の
中
小
企
業
や
地
場
産
業
を
皆

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
ご
当

地
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
や
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
山
梨
ク
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ

と
の
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
対
決
な
ど
、
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
入
場
は

無
料
で
す
。

▼
日
時
　
3
月
4
日
（
日
）
午
前
9
時
か
ら

▼
場
所
　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
（
甲
府
市

大
津
町
）

■
問
合
せ
先

　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
☎
0
5
5
（
2
3
7
）
3
2
1
5

　
概
ね
15
歳
〜
39
歳
の
方
の
職
業
的
自

立
を
支
援
す
る
た
め
に
、
本
人
及
び
そ

の
家
族
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
4
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所
　
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
�

リ

バ
ー
ス
和
戸
館
�

視
聴
覚
室

▼
定
員
　
40
人

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　

　
☎
0
5
5
（
2
3
0
）
2
2
3
9

　
通
信
制
は
、
主
に
自
宅
学
習
に
よ
る

レ
ポ
ー
ト
作
成
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
登

校
し
て
の
授
業
）
に
よ
っ
て
高
等
学
校

卒
業
の
資
格
が
得
ら
れ
る
課
程
で
す
。

毎
日
登
校
す
る
全
日
制
・
定
時
制
と
は

学
習
形
態
が
違
い
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で

学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
生
涯
学
習
の
観
点
か
ら
特
定
の
科

目
を
選
び
、
学
習
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間
　
3
月
12
日
（
月
）
〜
30
日

（
金
）（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
問
合
せ
先

　
県
立
中
央
高
等
学
校
　
通
信
制

　
☎
0
5
5
（
2
2
6
）
4
4
1
2

　
放
送
大
学
で
は
平
成
24
年
度
第
1
学

期
（
4
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で

す
。
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の

放
送
を
通
し
て
学
ぶ
遠
隔
教
育
の
大
学

で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。
資
料
を
無

料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
出
願
期
間
　
2
月
29
日
（
水
）
ま
で

■
問
合
せ
先

　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
5
1
）
2
2
3
8



　
市
は
、「
笛
吹
市
八
代
定
住
促
進
住
宅
」

の
入
居
募
集
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
ま
だ
空
き
部
屋
が
あ
り
ま
す

の
で
諸
要
件
を
確
認
の
う
え
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
建
物

○
所
在
地

　
八
代
町
米
倉
1
5
4
2
番
地
5

○
建
築
年
月
　
平
成
元
年
11
月

○
階
数
　
5
階
建
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
無
）

○
構
造
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

○
間
取
り
　
3
Ｄ
Ｋ
　
約
53
㎡

○
家
賃

　
月
額
3
万
6
0
0
0
円
（
全
戸
一
律
）

○
駐
車
場
代
別

　
月
額
2
0
0
0
円
（
1
台
の
み
駐
車
可
）

▼
募
集
戸
数

　
15
戸
（
1
号
棟
7
戸
　
2
号
棟
8
戸
）

※
平
成
23
年
12
月
末
日
現
在

▼
申
込
概
要

○
申
込
資
格
　
次
の
全
て
の
要
件
を
満

た
す
方
が
申
込
め
ま
す
。

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
者

・
世
帯
を
構
成
し
て
い
る
者
（
単
身
不
可
）

・
市
町
村
県
民
税
等
の
税
金
に
滞
納
が

な
い
者
（
過
去
２
年
間
）

・
県
内
の
連
帯
保
証
人
が
た
て
ら
れ
る
者

※
納
税
状
況
等
に
お
い
て
、
入
居
者
と

同
等
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

・
暴
力
団
員
で
な
い
者

・
収
入
（
所
得
）
が
基
準
（
家
賃
の
3

倍
）
以
上
で
あ
る
者

※
公
営
住
宅
法
施
行
令
に
定
め
ら
れ
た

控
除
収
入
。

○
申
込
書
類

・
笛
吹
市
定
住
促
進
住
宅
入
居
申
込
書

・
世
帯
員
全
員
の
所
得
の
わ
か
る
書
類

（
市
内
在
住
の
方
は
定
型
様
式
と
な

り
ま
す
）

・
住
民
票
謄
本
（
全
部
証
明
）

■
書
類
配
布
・
提
出
・
問
合
先

　
管
理
総
務
課
　
総
務
住
宅
担
当
（
南
館
）

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
2

　
未
婚
の
男
女
に
出
会
い
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
出
会
い
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
お
い
し
い
ブ
ッ

フ
ェ
を
楽
し
み
な
が
ら
素
敵
な
出
会
い

を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
25
歳
か
ら
40
歳
代
の
独
身
男

女
各
30
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
市
結
婚
相
談

所
登
録
者
・
市
内
在
住
者
・
第
1
弾

「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」

受
講
者
を
優
先
的
に
受
付
け
た
後
、

抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
18
日
（
土
）
　

　
受
付
　
午
後
6
時
30
分
か
ら

　
開
始
　
午
後
7
時
か
ら

▼
場
所
　
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
　

ミ
ラ
ベ
ル
（
石
和
町
東
高
橋
2
5
2
）

▼
参
加
費
　
男
性
3
0
0
0
円
、

�
�
�
�
�

女
性
2
0
0
0
円

▼
申
込
方
法
　
2
月
10
日
（
金
）
午
後
5

時
ま
で
に
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援

課
　
市
民
活
動
支
援
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
石
和
体
協
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
は
、
平

成
24
年
度
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
の

参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
し
て
い
る

方
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

▼
申
込
期
日

　
2
月
1
日
（
水
）
〜
29
日
（
水
）

▼
申
込
方
法
　
任
意
の
用
紙
に
代
表
者

の
氏
名
・
連
絡
先
を
記
入
し
、
生
涯

学
習
課
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
申
込
み

く
だ
さ
い
。

リ
ー
グ
戦
開
催

▼
日
時
　
5
月
〜
9
月
の
毎
週
火
・
木

曜
日
　
午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分

▼
場
所
　
市
農
村
ス
ポ
ー
ツ
広
場

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

℻
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
0

　
自
衛
隊
で
は
、
幹
部
候
補
生
と
、
予

備
自
衛
官
補
を
募
集
し
ま
す
。

▼
種
目
・
資
格
・
受
付
期
間

○
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
技
術
）

・
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
（
22
歳
未

満
の
方
は
大
卒
（
見
込
含
む
）
）

※
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
（
見
込
含

む
）
は
28
歳
未
満

○
幹
部
候
補
生
（
歯
科
・
薬
剤
科
）

・
専
門
の
大
卒
（
見
込
含
む
）

　
20
歳
以
上
30
歳
未
満

※
薬
剤
は
28
歳
未
満
の
方
で
薬
学
修
士

学
位
取
得
者
（
見
込
含
む
）

・
2
月
1
日
（
水
）
〜
4
月
27
日
（
金
）

○
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

・
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

○
予
備
自
衛
官
（
技
能
）

・
18
歳
以
上
保
有
す
る
技
能
に
よ
り
53

〜
55
歳
未
満
の
方

・
第
1
回

　
1
月
11
日
（
水
）
〜
4
月
4
日
（
水
）

・
第
2
回

　
7
月
17
日
（
火
）
〜
10
月
1
日
（
月
）

※
試
験
日
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
　

募
集
課

　
☎
0
5
5
（
2
5
3
）
1
5
9
1

・
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
　
甲
府

募
集
案
内
所

　
☎
0
5
5
（
2
2
8
）
６
４
２
７

　
4
月
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
広
告

掲
載
を
希
望
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま

す
。

▼
掲
載
期
間

　
4
月
1
日
〜
平
成
25
年
3
月
31
日

▼
掲
載
ペ
ー
ジ
・
掲
載
料
（
年
額
）

○
市
政
・
暮
ら
し
・
事
業
者
　
各
7
万
円

○
観
光
�
�
�
�
�
�
�

　
�

　
10
万
円

▼
提
出
書
類

○
「
有
料
広
告
掲
載
申
込
書
」
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た

は
経
営
企
画
課
で
配
布
）

○
添
付
書
類
（
事
業
内
容
が
わ
か
る
書

類
、
リ
ン
ク
先
の
ペ
ー
ジ
の
コ
ピ
ー
、

バ
ナ
ー
の
原
案
）

▼
申
込
期
間

　
2
月
1
日
（
水
）
〜
15
日
（
水
）

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）
�

▼
受
付
場
所
　
経
営
企
画
課
広
聴
広
報

担
当
（
受
付
は
持
参
の
み
）

※
掲
載
の
可
否
に
つ
い
て
、
決
定
は
3

月
上
旬
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　

経
営
企
画
課
　
広
聴
広
報
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
笛
吹
ロ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
は
、「
市

の
花
」
で
あ
る
バ
ラ
へ
の
愛

着
を
深
め
、
バ
ラ
に
よ
る
す

ば
ら
し
い
景
観
づ
く
り
を
す

す
め
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と

し
て
、
石
和
温

泉
駅
前
広
場
の

バ
ラ
園
を
拠
点

に
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
笛
吹
ロ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
に
入
会

し
て
、
後
藤
み

ど
り
先
生
（
コ
マ
ツ
ガ
ー
デ
ン
代
表
）

の
指
導
の
も
と
、
バ
ラ
づ
く
り
を
い
っ

し
ょ
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
バ
ラ
が
好
き
な
方
（
ご
夫
婦
、

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
も
で
き
ま
す
）

▼
活
動
内
容
　

○
剪
定
・
施
肥
な
ど
栽
培
や
ポ
プ
リ
づ

く
り
な
ど
の
講
習
会

○
バ
ラ
園
の
花
ガ
ラ
摘
み
・
剪
定
な
ど

管
理
作
業

○
バ
ラ
博
ま
た
は
バ
ラ
庭
園
な
ど
の
見

学
会
な
ど

※
活
動
は
主
と
し
て
土
曜
日
の
午
前
に

行
い
ま
す
。

▼
年
会
費
　
3
0
0
0
円
（
活
動
内
容

に
よ
っ
て
別
途
参
加
者
負
担
金
あ
り
）

※
申
込
み
時
に
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
会
員
ご
本
人
の
事
情
で

退
会
す
る
場
合
、
会
費
は
お
返
し
で

き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
期
日
　
2
月
1
日
（
水
）
〜
29
日

（
水
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
申
込
方
法
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
�

区
画
整
理
担
当
窓
口
（
南
館
）
に
備

え
て
い
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
年
会
費
を
添
え
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
ま
ち
づ
く
り
整

備
課
　
区
画
整
理
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
8
0
1



　
韓
国
料
理
研
究
家
、
金
純
子
先
生
に

よ
る
本
場
の
韓
国
料
理
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
2
月
26
日
（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら

▼
メ
ニ
ュ
ー
　
渡
り
蟹
の
チ
ゲ
鍋
・
白

菜
キ
ム
チ

▼
定
員
　
15
人

▼
参
加
費
　
2
0
0
0
円
（
講
師
料
・

材
料
費
込
み
）

▼
申
込
方
法
　
2
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
初
め
て
の
方
で
も
楽
し
く
参
加
で
き

る
陶
芸
教
室
で
す
。
湯
の
み
・
ご
飯
茶

碗
な
ど
の
食
器
類
か
ら
、
花
瓶
・
オ
ブ

ジ
ェ
に
い
た
る
ま
で
、
自
由
に
製
作
し

ま
す
。

▼
日
時

2
月
11
日
（
土
）
、
3
月
17
日
（
土
）
、

4
月
21
日
（
土
）
、
5
月
19
日
（
土
）
、

6
月
16
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。
こ
の
間
に
、

個
別
に
指
導
し
ま
す
の
で
都
合
の
良

い
時
間
帯
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費
（
1
回
に
つ
き
）�

�

　
２
８
０
０
円

　
（
粘
土
2
㎏
焼
成
費
全
て
含
む
）

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ち
の
み
や
桃

の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
6
0
6
6

　
健
康
保
持
・
増
進
の
た
め
、
ラ
ジ
オ

体
操
の
基
本
と
実
践
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
4
日
（
日
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
若
彦
路
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
館

▼
講
師
　
長
野
信
一
氏
（
元
N
H
K
ラ

ジ
オ
体
操
テ
レ
ビ
指
導
者
）

▼
そ
の
他
　
運
動
の
で
き
る
服
装
・
体

育
館
履
き
持
参

■
問
合
せ
先
　
市
体
育
協
会
事
務
局
（
ス

コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
の
基
礎
知
識
や
利

用
法
な
ど
を
学
び
、
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を

ブ
レ
ン
ド
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
香
り
作

り
を
体
験
し
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
10
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
長
澤
江
里
氏
（
公
益
財
団
法

人
住
吉
偕
成
会
副
看
護
長
）

▼
定
員
　
30
人

▼
参
加
費
　
3
0
0
円

▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具

▼
申
込
受
付
　
2
月
10
日
（
金
）
午
前
9

時
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　
地
元
産
の
原
木
を
使
っ
て
シ
イ
タ
ケ

種
菌
の
植
菌
作
業
体
験
と
栽
培
方
法
を

学
び
ま
す
。

　
植
菌
し
た
原
木
を
2
本
持
ち
帰
り
で

き
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
17
日
（
土
）

○
午
前
の
部

　
受
付
　
午
前
9
時

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

○
午
後
の
部

　
受
付
　
午
後
1
時

　
開
催
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
前

※
雨
天
の
場
合
は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

▼
講
師
　
弦
間
和
仁
氏
（
弦
間
林
業
代
表
）

▼
定
員
　
午
前
・
午
後
の
部
各
40
名

▼
参
加
費
　
8
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
服
装
・
持
ち
物
　
作
業
し
や
す
い
服

装
、
軍
手

▼
申
込
受
付
　
2
月
17
日
（
金
）
午
前
9

時
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

が
に

　
初
め
て
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
や
っ
て
み

た
い
と
い
う
方
か
ら
、
も
っ
と
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
い
上
級
者
ま
で
、

一
緒
に
滑
り
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
12
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
・

市
内
在
勤
の
方
（
中
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

▼
日
時
　
2
月
19
日
（
日
）

集
合
　
　
　
　
　
　
午
前
6
時

　
現
地
到
着
予
定
　
　
午
前
9
時

　
教
室
（
午
前
の
部
）
午
前
10
時

　
昼
食
　
　
　
　
　
　
正
午

　
教
室
（
午
後
の
部
）
午
後
1
時

　
教
室
終
了
　
　
　
　
午
後
3
時

　
帰
宅
準
備
　
　
　
�

午
後
3
時
30
分

　
到
着
予
定
時
刻
　
�

午
後
6
時
30
分

※
希
望
者
の
レ
ッ
ス
ン
は
、
J
S
B
A

公
認
指
導
員
等
が
参
加
者
の
レ
ベ
ル

に
応
じ
て
講
習
に
あ
た
り
ま
す
。

※
レ
ッ
ス
ン
を
希
望
し
な
い
方
は
、
自

由
行
動
と
し
ま
す
。

▼
集
合
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
体

育
館
北
側
駐
車
場

▼
実
施
場
所
　
爺
ガ
岳
ス
キ
ー
場

　
（
長
野
県
大
町
市
平
4
8
1
9
）

▼
定
員
　
15
人

▼
参
加
費
　
4
0
0
0
円

　
（
交
通
費
、
レ
ッ
ス
ン
料
、
保
険
代
等
）

※
リ
フ
ト
代
、
レ
ン
タ
ル
代
は
別
途
必

要
で
す
。

▼
申
込
期
間
　
1
月
23
日
（
月
）
か
ら
2

月
10
日
（
金
）
（
午
前
9
時
〜
午
後
5

時
・
平
日
に
限
る
）

▼
申
込
方
法
　
生
涯
学
習
課
（
南
館
）

に
備
え
て
い
る
申
請
書
に
よ
り
参
加

費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項

○
参
加
者
全
員
が
保
険
に
加
入
し
ま
す

が
、
保
険
で
賄
え
る
範
囲
外
の
事
故

に
関
し
て
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。

○
現
地
ま
で
の
移
動
手
段
は
、
主
催
者

が
準
備
し
ま
す
が
参
加
人
数
に
よ
っ

て
同
じ
車
へ
の
同
乗
が
で
き
な
い
場

合
が
出
て
き
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
者
　
市
体
育
協
会
一
宮
体
協
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
部

■
申
込
・
問
合
せ
先

・
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

・
一
宮
体
協
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
部

　
部
長
　
雨
宮

　
☎
0
9
0
（
3
0
8
7
）
0
0
3
0

　
元
気
に
活
躍
し
て
い
る
高
齢
者
の
作

品
や
発
表
を
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
　
2
月
20
日
（
月
）
〜
22
日
（
水
）

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

○
高
齢
者
作
品
展

20
日
　
午
前
11
時
〜
午
後
4
時

21
日
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

22
日
　
午
前
9
時
〜
午
後
1
時
30
分

○
シ
ニ
ア
学
習
会

　
『
悪
質
商
法
に
だ
ま
さ
れ
な
い
！
』

21
日
　
午
前
9
時
30
分
〜
10
時

※
事
前
に
、
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
芸
能
発
表

21
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
予
定

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
（
市

社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2

ま
た
は
各
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事

務
局

　
市
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
60
歳
以
上
の
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
の
知
識
と
経
験
を

生
か
し
て
、
健
康
づ
く
り
や
社
会
活
動

を
行
い
、
仲
間
達
と
楽
し
く
集
い
ま
せ

ん
か
。

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
こ
ん
な
こ
と
を

し
て
い
ま
す

○
地
域
の
各
世
代
と
の
交
流

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
輪
投
げ
・
花

づ
く
り
な
ど
各
種
事
業

○
講
演
会
・
研
修
会
な
ど
教
養
を
主
と

し
た
活
動

○
社
会
奉
仕
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
て
の
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
（
市

社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2



　
成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
、
精

神
障
が
い
、
知
的
障
が
い
な
ど
の
理
由

で
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
を
対
象
に

預
貯
金
な
ど
の
財
産
管
理
や
日
常
生
活

で
の
様
々
な
契
約
締
結
な
ど
を
支
援
し

て
い
く
制
度
で
す
。
こ
こ
で
は
、
問
答

形
式
で
そ
の
詳
細
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
誰
が
申
し
立
て
で
き
ま
す
か

　
本
人
・
配
偶
者
・
四
親
等
内
の
親

族
な
ど
で
す
。

▼
例
え
ば
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
利
用

で
き
ま
す
か

○
認
知
症
の
お
ば
あ
さ
ん
を
悪
徳
訪
問

販
売
か
ら
守
り
た
い
。

○
知
的
障
が
い
を
持
つ
わ
が
子
の
た
め
に
、

私
た
ち
が
亡
く
な
っ
た
後
も
子
ど
も

の
生
活
や
財
産
管
理
を
任
せ
た
い
。

○
ア
パ
ー
ト
経
営
を
し
て
い
る
父
が
突

然
の
病
に
倒
れ
入
院
。
父
の
代
わ
り

に
管
理
を
し
た
い
。

　
こ
の
よ
う
な
方
の
た
め
に
成
年
後

見
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

▼
利
用
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の

で
す
か

①
本
人
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
家
庭
裁

判
所
に
、
成
年
後
見
制
度
の
申
し
込

み
を
し
ま
す
。

②
家
庭
裁
判
所
が
、
最
も
適
任
と
思
わ

れ
る
人
を
成
年
後
見
人
等
に
選
び
ま

す
。
事
情
に
応
じ
て
、
弁
護
士
・
司

法
書
士
・
行
政
書
士
・
社
会
福
祉
士

等
の
第
三
者
を
成
年
後
見
人
等
に
選

ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③
成
年
後
見
人
等
に
対
す
る
報
酬
は
、

仕
事
の
内
容
な
ど
を
考
慮
し
、
家
庭

裁
判
所
が
決
め
ま
す
。

▼
ど
こ
に
相
談
を
す
れ
ば
良
い
で
す
か

　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
必
要
な
情
報
や
サ

ー
ビ
ス
・
関
係
機
関
を
紹
介
す
る
な

ど
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
一
人
で

悩
む
の
で
は
な
く
、
当
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
「
不
安
」
を
「
安

心
」
に
か
え
る
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
地
区
の
相
談
窓
口
と
し
て

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
も
ご
相
談
が

で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

・
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
7

・
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
本
所
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2

・
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
障
害
者
地
域

　
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
え
ふ
き
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

　
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
、

生
き
が
い
づ
く
り
を
後
押
し
す
る
講
座

で
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
65
歳
以
上

の
方
（
た
だ
し
、
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
で
あ
れ

ば
、
65
歳
未
満
で
あ
っ
て
も
参
加
で

き
ま
す
）

▼
日
時
　
2
月
17
日
（
金
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
場
所
　
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

▼
内
容
　
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業
、
高
齢
者
の
特
性
、
認
知
症
・
感

染
症
、
施
設
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
施
設
利
用
者
へ
の
対
応
等
に
つ

い
て

▼
定
員
　
20
名

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
2
月
14
日
（
火
）
ま
で
に

電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

・
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
地
域
福
祉
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2

　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に
よ

る
第
5
回
笛
吹
市
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

発
表
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
ゲ
ス
ト
出
演

で
視
覚
障
が
い
者
に
よ
る
朗
読
発
表
も

行
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
、
申
込
み

は
不
要
で
す
。

▼
日
時
　
2
月
19
日
（
日
）

受
付
　
午
後
1
時

開
演
　
午
後
1
時
30
分

終
了
　
午
後
4
時

▼
場
所
　
石
和
図
書
館
　
2
階
　
視
聴

覚
ホ
ー
ル

　
市
内
在
住
の
障
が
い
者
・
市
内
の
障

が
い
者
施
設
利
用
者
を
対
象
に
開
催
し

ま
す
。
絵
を
描
く
の
が
初
め
て
の
方
も

楽
し
く
学
べ
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
15
日
（
水
）

　
午
後
1
時
〜
2
時
30
分

▼
場
所
　
春
日
居
福
祉
会
館
　
2
階
�

集
会
室

▼
講
師
　
鈴
木
賢
二
氏

▼
定
員
　
30
名

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

市
社
会
福
祉
協
議
会
　
障
害
者
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
え
ふ
き
」

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

　
℻
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
6
9

　
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は

「
支
え
合
い
」
の
原
点
で
あ
る
セ
ル
フ

ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
活
動
に
焦
点
を
あ
て

て
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　『
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
（
自
助
）
グ
ル
ー
プ
』

と
は
…
病
気
や
障
害
な
ど
同
じ
よ
う
な

生
活
困
難
や
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
人

が
集
ま
っ
て
、
思
い
を
分
か
ち
合
い
支

え
合
っ
て
、
生
き
る
勇
気
や
希
望
を
得

た
り
、
社
会
制
度
の
改
善
を
行
政
に
働

き
か
け
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

▼
日
時
　
2
月
10
日
（
金
）

開
場
　
午
後
1
時

終
了
　
午
後
4
時

▼
場
所
　
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

▼
内
容
　

第
1
部
　
講
演
　
午
後
1
時
30
分

「
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
活
動
に

つ
い
て
」

中
田
智
恵
海
先
生
（
佛
教
大
学
社
会

福
祉
学
部
教
授
・
兵
庫
と
京
都
の
セ

ル
フ
ヘ
ル
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
代
表
）

の
講
演

第
2
部
　
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い

午
後
2
時
30
分

「
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
活
動
の

現
状
と
課
題
…
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
」

　
市
内
、
県
内
で
活
動
す
る
グ
ル
ー

プ
が
出
演
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
状

況
、
課
題
、
今
後
の
抱
負
な
ど
を
話

し
て
い
た
だ
き
、
共
に
今
後
の
活
動

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法

　
　
電
話
、
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

市
社
会
福
祉
協
議
会
　
障
害
者
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
え
ふ
き
」

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

℻
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
6
9

　
平
成
24
年
度
に
市
が
実
施
す
る
各
種

検
診
（
特
定
健
診
･
健
康
診
査
、
各
種

が
ん
検
診
、
国
保
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
）

の
受
診
希
望
を
調
査
し
ま
す
。

　
調
査
書
を
、
2
月
上
旬
に
各
世
帯
に

郵
送
し
ま
す
。
同
一
世
帯
で
19
歳
以
上

の
ご
家
族
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
、
対

象
と
な
る
検
診
の
受
診
希
望
有
無
を
ご

記
入
の
う
え
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
（
切

手
不
要
）
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
調
査
書
と
同
封
の
お
知

ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限
　
2
月
29
日
（
水
）

※
2
月
中
旬
に
な
っ
て
も
調
査
書
が
届

か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
成
人
保
健
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
認
知
症
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
健
や
か
に
生
活
す
る
た
め
に

は
、
家
族
や
地
域
の
人
々
が
認
知
症
に

つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
そ
の
た
め
の
機
会
と
し
て
、
笛
吹
市

医
師
会
と
山
梨
笛
吹
認
知
症
研
究
会
は
、

次
の
と
お
り
「
認
知
症
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
2
0
1
2
�

in
笛
吹
」
を
開
催
し
ま

す
。

▼
日
時
　
2
月
26
日
（
日
）

　
午
後
２
時
〜
4
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

基
調
講
演

「
認
知
症
と
い
う
病
気
と
患
者
さ
ん
の

気
持
ち
」

日
下
部
記
念
病
院
　
久
保
田
正
春
院
長

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
認
知
症
の
人
と
家
族
を
地
域
で
支
え
る
」

〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〉

許
山
厚
氏
（
笛
吹
市
医
師
会
会
長
　
境

川
診
療
所
長
）

〈
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
〉

久
保
田
正
春
氏
（
日
下
部
記
念
病
院
院
長
）

〈
パ
ネ
リ
ス
ト
〉

○
上
野
武
彦
氏
（
地
域
の
物
忘
れ
相
談

医
　
笛
吹
脳
神
経
外
科
内
科
院
長
）

○
寿
の
家
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
相

談
員

○
日
下
部
記
念
病
院
精
神
保
健
福
祉
士

○
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
（
さ
つ
き

の
会
会
長
）

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
保
健
師

※
事
前
の
参
加
申
込
み
・
参
加
費
は
不

要
で
す
。

※
当
日
は
、
手
話
通
訳
者
が
入
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
7

な
か
だ

ち
え
み



材料【4人分】
こんにゃく（アク抜き）……1枚（300ℊ）
なっとう（小粒）……………1パック
米粉……………………………大さじ6
だししょうゆ（めんつゆ）…大さじ3
揚げ油…………………………適量
しその葉………………………3枚

笛吹市の食材
芦川のこんにゃく

【作り方】

①こんにゃくは水でよく洗い、味がしみやすくなるように、
フォークでところどころをさし、適当な大きさに手でちぎる。

②こんにゃくをだししょうゆで炒める。

③�②を納豆と混ぜ、米粉大さじ２程度（米粉が軽くつく程度）
をふりかけ、さらに混ぜる。

④残った米粉を同量の水で溶き、③に入れて混ぜる。

⑤熱した油に④をスプーン１杯ぐらいずつ落とし、きつね色
になるまで揚げる。

⑥皿に盛り、手でちぎったしその葉を上に飾る。

■問合せ先　健康づくり課�健康企画担当�☎�055（261）1901

副菜：1つ

　
市
に
は
6
町
に
愛
育
班
が
あ
り
、
連

合
体
と
し
て
市
愛
育
連
合
会
が
あ
り
ま

す
。

　
愛
育
班
の
願
い
は
、
お
母
さ
ん
た
ち

に
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を

し
て
ほ
し
い
こ
と
や
、
人
と
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
、
す
こ
や
か
で
こ
こ
ろ
豊
か
に

暮
ら
せ
る
地
域
に
し
た
い
こ
と
、
家
族

み
ん
な
が
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
元
気

に
過
ご
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
愛
育
班
は
、
身
近
な
人
へ
の
声
か
け

や
見
守
り
を
通
し
て
、
乳
幼
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
、

地
域
で
の
育
児
支
援
事
業
の
開
催
、
愛

育
だ
よ
り
の
発
行
、
母
乳
推
進
、
80
歳

以
上
の
方
へ
の
声
か
け
訪
問
、
木
綿
布

を
施
設
へ
贈
呈
な
ど
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
平
成
23
年
度
の
活
動
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

芦川　歴史探検

御坂　パパママスクール

八代�子どもフェスタ愛育班コーナー

一宮　ももっこ広場

春日居　愛愛ランド

境川　遊びの広場

　
『
勇
気
づ
け
の
子
育
て
法
』
と
題
し

た
講
演
会
の
ほ
か
、
人
形
劇
団
「
こ
ん

ぺ
い
と
う
」
に
よ
る
公
演
も
あ
り
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
5
日
（
日
）

受
付
　
午
前
9
時
30
分
か
ら

開
始
　
午
前
10
時

▼
場
所
　
山
梨
市
民
会
館
　
ホ
ー
ル

▼
内
容

○
人
形
劇
　
午
前
10
時
10
分
か
ら

『
か
っ
ぱ
の
キ
ズ
薬
』
『
ブ
ラ
ッ
ク
シ

ア
タ
ー
』

○
講
演
会
　
午
前
10
時
50
分
か
ら

講
師
　
手
島
羽
ツ
枝
氏
（
ス
マ
イ
ル

ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
代
表
）

■
問
合
せ
先

峡
東
地
区
保
育
所
（
園
）
保
護
者
連
合

会
事
務
局
（
山
梨
市
福
祉
事
務
所
内
）

　
☎
0
5
5
3
（
2
0
）
1
2
1
2

　
大
切
な
人
の
た
め
に
親
子
で
チ
ョ
コ

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
親
子

15
組

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
14
日
（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館
　
集
団
指
導

室
▼
参
加
費
　
5
0
0
円

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
･
三
角
巾
･
ボ

ー
ル
・
お
手
拭
き

▼
申
込
方
法
　
2
月
1
日
（
水
）
か
ら
電

話
で
受
付
け
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

き
っ
ず
や
つ
し
ろ

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
お
子
さ
ん
の
食
事
で

悩
ま
れ
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
栄
養

士
に
よ
る
幼
児
食
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
1
歳
6
カ
月
〜

2
歳
児
の
保
護
者

※
託
児
希
望
の
方
は
申
込
み
時
に
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
3
月
2
日
（
金
）

受
付
　
午
前
9
時
30
分
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
45
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
　
20
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
保
護
者
用
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾

※
お
子
さ
ん
の
持
ち
物
に
は
、
名
前
を

つ
け
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
�

母
子
保
健
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
寒
さ
も
だ
ん
だ
ん
と
厳
し
く
な
り
、

ご
家
庭
で
も
石
油
ス
ト
ー
ブ
等
が
使
わ

れ
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
灯
油
は
、

消
防
法
で
危
険
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
貯
蔵
・
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
事
故

防
止
の
た
め
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
火
気
に
は
近
づ
け
な
い

　
引
火
防
止
の
た
め
、
灯
油
ポ
リ
容

器
を
火
気
か
ら
2
ｍ
以
上
離
し
ま
し

ょ
う
。

▼
灯
油
以
外
は
入
れ
な
い

　
灯
油
ポ
リ
容
器
が
侵
さ
れ
、
変
形

し
、
漏
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、

ガ
ソ
リ
ン
等
は
絶
対
入
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▼
密
栓
し
て
貯
蔵
す
る

　
灯
油
ポ
リ
容
器
の
キ
ャ
ッ
プ
は
、

し
っ
か
り
と
締
め
ま
し
ょ
う
。

▼
直
射
日
光
を
避
け
る

　
紫
外
線
の
影
響
を
受
け
る
と
劣
化

が
早
く
進
み
ま
す
。
風
通
し
が
良
く
、

日
光
や
雨
の
当
た
ら
な
い
場
所
に
保

管
し
ま
し
ょ
う
。

▼
積
み
重
ね
て
保
管
し
な
い

　
積
み
重
ね
る
と
灯
油
ポ
リ
容
器
が

変
形
し
、
破
損
す
る
な
ど
大
変
危
険

で
す
。

▼
品
質
の
確
か
な
灯
油
ポ
リ
容
器
を
使

う　
「
型
式
試
験
確
認
済
証
」
の
ラ
ベ

ル
が
つ
い
た
確
か
な
製
品
を
選
び
ま

し
ょ
う
。
灯
油
ポ
リ
容
器
に
も
使
用

期
限
（
概
ね
5
年
が
目
安
）
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
動
画
配
信
の
お
知
ら
せ

　
消
防
本
部
で
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り

付
け
方
な
ど
に
つ
い
て
の
行
政
情
報

動
画
【
み
ん
な
の
命
を
守
り
ま
す
！

取
付
け
ま
し
ょ
う
！
「
住
宅
用
火
災

警
報
器
」
】
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
一
度
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
消
防
本
部
　
予
防
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
1
1
9



　　
市
税
な
ど
の
口
座
振
替
手
続
き
が
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
行
え
ま
す
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
市
役
所
窓
口

で
提
示
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
簡
単
に

手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
ま
で
ど
お
り
の
口
座
振
替

依
頼
書
に
よ
る
申
込
み
も
、
引
き
続
き

行
い
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
市
税

市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動

車
税
・
国
民
健
康
保
険
税

▼
受
付
時
間
・
場
所

○
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
（
土
日
、

祝
日
を
除
く
）

○
市
役
所
　
収
税
課
・
国
民
健
康
保
険
課

▼
申
込
方
法
　
次
の
い
ず
れ
か
の
金
融

機
関
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
（
普
通

口
座
・
総
合
口
座
）
を
、
市
役
所
収

税
課
も
し
く
は
国
民
健
康
保
険
課
窓

口
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
手
続
き

に
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
ほ
か
、

お
客
様
に
よ
る
暗
証
番
号
の
入
力
が

必
要
で
す
。
（
職
員
が
暗
証
番
号
を

お
聞
き
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
対
象
金
融
機
関

山
梨
中
央
銀
行
・
甲
府
信
用
金
庫
・

山
梨
信
用
金
庫
・
山
梨
県
民
信
用
組

合
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
ロ
ー
ン
カ
ー

ド
・
貯
蓄
預
金
カ
ー
ド
で
の
登
録
は

で
き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先
　
収
税
課
　
管
理
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
上
下
水
道
料
金
の
支
払
納
期
が
過
ぎ

る
と
、
督
促
料
が
か
か
り
ま
す
。

　
支
払
い
を
口
座
振
替
に
す
る
と
、
納

め
忘
れ
の
心
配
が
な
く
、
ま
た
、
納
付

の
た
め
に
市
役
所
や
金
融
機
関
等
の
窓

口
に
足
を
運
ぶ
手
間
も
省
け
ま
す
。

▼
申
込
方
法
　
次
の
も
の
を
持
参
し
、

指
定
金
融
機
関
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
は
、

業
務
課
（
市
役
所
南
館
）
も
し
く
は

市
内
の
金
融
機
関
の
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
な
お
、
口
座
振
替
が
で
き
る
の

は
、
指
定
金
融
機
関
の
口
座
の
み
と

な
り
ま
す
。

○
持
ち
物

・
預
金
通
帳
・
口
座
振
替
依
頼
書

・
通
帳
の
届
出
印

▼
指
定
金
融
機
関

山
梨
中
央
銀
行
・
甲
府
信
用
金
庫
・

山
梨
信
用
金
庫
・
山
梨
県
民
信
用
組

合
・
笛
吹
農
業
協
同
組
合
・
フ
ル
ー

ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合
・
ゆ
う
ち
ょ

銀
行

■
問
合
せ
先

　
業
務
課
　
料
金
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
5

　
笛
吹
市
森
林
整
備
計
画
を
策
定
す
る

に
あ
た
り
次
の
と
お
り
、
縦
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間

２
月
７
日
（
火
）
〜
３
月
２
日
（
金
）

▼
縦
覧
場
所

　
市
役
所
　
農
林
振
興
課

■
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
結
婚
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
2
月
3
日
（
金
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
2
月
19
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
両
日
と
も
に
受
付
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
L
版
写

真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分
証
明

書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
他
市
町
主
催
の
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

情
報
を
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支

援
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支
援
サ
イ

ト

”
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ
ッ
ト

“

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c
ity

.jp
/

fu
e

fu
k

i/

・
携
帯
サ
イ
ト

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c

ity
.jp

/
fu

e
fu

k
i

/
m

o
b

ile
/

m
o

b
ile

.js
p

※
笛
吹
市
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相

談
所
登
録
者
以
外
の
方
に
結
婚
適
齢

者
の
情
報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
市
結
婚

相
談
員
を
装
う
電
話
が
あ
っ
て
も
、

情
報
を
提
供
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

Ｑ　引越して住民票
の手続きはしたの
ですが。

Ｑ　自動車・軽自動
車の変更手続きは
しないといけませ
んか。

Ｑ　変更の手続きは
どこで行うのです
か。

Ｑ　登録の変更はど
のように行うので
すか。

Ｑ　変更手続きは自
分でしないといけ
ませんか。

Ｑ　原動機付自転車
の変更手続きはど
こで行うのですか。

Ａ　住民票を移しても、車検証の住
所は変わりません。引越の手続き
にあわせて車検証の変更手続きを
してください。

Ａ　引越により住所が変わった場合は、
15日以内に変更手続きするよう法
律（道路運送車両法）で義務づけら
れています。これを怠ると罰金が
科せられることもあります。また、
変更手続きが行われていないと次
の問題が発生する場合もあります。
適正な手続きをお願いします。

○納税通知書が届かない。
○盗難や事故のときに所有者の確認

が遅れる。

Ａ　普通自動車及び126cc以上の
二輪車（バイク）は山梨運輸支局
（☎050-5540－2039）で、軽
自動車は軽自動車検査協会山梨
事務所（☎055-262-7269）です。

Ａ　まずは、県外ナンバー自動車登
録替え促進事務局まで、お問い合
わせください。（事務局開設期間平
成23年9月～平成24年3月）登録手
続きの流れ、法定費用、関係機関(警
察署、運輸支局等)についてご案内
します。

Ａ　あなたに代わって有料で業者が
手続きを代行することも可能です。
促進事務局では、山梨県行政書士
会の協力を得て、県内ナンバーへ
の登録替えを促進しております。
行政書士による手続きをご希望の
方は、促進事務局まで、お問い合
わせください。

Ａ　市役所税務課または各支所で行
えます。

　
県
内
ナ
ン
バ
ー
へ
の

変
更
手
続
き
を
し
て
山

梨
県
・
笛
吹
市
に
納
税

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
県
や
市
に
と
っ
て
自

動
車
税
、
軽
自
動
車
税

は
貴
重
な
自
主
財
源
で

す
。

　
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
は
皆
さ
ん

が
日
頃
利
用
し
て
い
る
道
路
を
、
よ
り

使
い
や
す
く
す
る
た
め
、
道
路
の
整
備
・

補
修
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
笛
吹
市
」
で
使
用
し
定
置
し
て
い

る
自
動
車
、
軽
自
動
車
を
ご
使
用
の
場

合
は
、
「
山
梨
」
へ
の
登
録
替
え
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
「
笛
吹
市
」
で
使
用
し
定
置

し
て
い
る
原
動
機
付
自
転
車
等
を
ご
使

用
の
場
合
は
、
「
笛
吹
市
」
へ
の
登
録

替
え
も
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
笛
吹

市
で
は
平
成
23
年
11
月
か
ら
オ
リ
ジ
ナ

ル
ナ
ン
バ
ー
も
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
県
外
ナ
ン
バ
ー
自
動
車

登
録
替
え
促
進
事
務
局
（
山
梨
県
受

託
事
業
者
（
株
）
ア
ド
ブ
レ
ー
ン
社
）

☎
0
5
5
（
2
5
4
）
7
7
1
1

※
原
動
機
付
自
転
車
に
つ
い
て
は

　
税
務
課
　
市
民
税
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
市
で
は
「
農
と
食
と
微
生
物
を
活
か

し
た
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
バ
イ
オ

マ
ス
の
郷
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
向
け
て
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
に
よ
る
「
有
用
微
生
物
を
活

用
し
た
果
樹
栽
培
学
習
会
」
を
市
内
在

住
の
方
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
参
加
者
に
は
、
微
生
物
活
性

液
及
び
堆
肥
を
毎
週
月
・
木
曜
日
（
祝

祭
日
を
除
く
）
に
無
償
提
供
し
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
5
日
（
月
）

　
午
後
7
時
〜
9
時

▼
場
所

　
学
び
の
杜
み
さ
か
　
視
聴
覚
室

▼
定
員
　
1
0
0
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法

　
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
　
3
月
2
日
（
金
）
ま
で

　
次
の
通
り
開
催
し
ま
す

▼
日
時
　
2
月
19
日
（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

▼
場
所
　
市
役
所�

3
階�

第
1
会
議
室

▼
申
込
締
切
�
2
月
13
日
（
月
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1



　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
な
ど
複

数
の
金
融
業
者
か
ら
の
借
金
で
悩
ん
で

い
る
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

市
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時
　
2
月
15
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
2
階
　
会
議
室

▼
相
談
時
間
　
1
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員
　
司
法
書
士
　
網
倉
義
久
氏

▼
持
ち
物
　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収

入
等
が
わ
か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

▼
日
時
　
2
月
15
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
市
役
所�

�南
館�

�3
階
大
会
議
室

■
問
合
せ
先
　
（
社
）
山
梨
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
（
担
当
�

岡
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
6
3
8

　
新
山
梨
環
状
道
路
東
区
間
の
都
市
計

画
案
及
び
環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
つ

い
て
、
次
の
日
程
で
縦
覧
を
行
い
、
こ

の
内
容
に
つ
い
て
意
見
書
の
提
出
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
縦
覧
期
間
中
に
環
境
影

響
評
価
準
備
書
に
関
す
る
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

都
市
計
画
案
及
び
環
境
影
響
評
価
準

備
書
の
縦
覧
期
間
等

▼
期
間
・
時
間
　
2
月
16
日
（
木
）
〜
3

月
16
日
（
金
）
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

▼
場
所

○
県�

県
土
整
備
部
都
市
計
画
課

○
県�

峡
東
建
設
事
務
所
都
市
計
画
・
建

築
課

○
市�

ま
ち
づ
く
り
整
備
課
　
他

意
見
書
の
提
出
先
及
び
問
合
せ
先

　
都
市
計
画
案
ま
た
は
環
境
影
響
評
価

準
備
書
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
持
ち
の

方
は
、
任
意
の
用
紙
に
ご
意
見
と
、
住

所
、
氏
名
及
び
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限
　
3
月
30
日
（
金
）

　
午
後
5
時
15
分
ま
で

▼
提
出
方
法

　
書
留
郵
便
（
当
日
消
印
有
効
）
も

し
く
は
、
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先

○
県�

県
土
整
備
部
都
市
計
画
課

〒
4
0
0
―
8
5
0
1

甲
府
市
丸
の
内
1
―
6
―
1

○
県�

中
北
建
設
事
務
所
都
市
整
備
課

〒
4
0
0
―
0
0
6
5

甲
府
市
貢
川
2
―
1
―
8

○
県�

峡
東
建
設
事
務
所
都
市
計
画
・
建
築
課

〒
4
0
4
―
8
6
0
1

甲
州
市
塩
山
上
塩
後
1
2
3
9
―
1

環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
記
載
事
項
説
明
会

▼
日
時
・
場
所

○
2
月
21
日
（
火
）
午
後
7
時
か
ら

甲
府
市
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
3
階
大

会
議
室

○
2
月
23
日
（
木
）
午
後
7
時
か
ら

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
図
書
館
視
聴

覚
ホ
ー
ル

■
問
合
せ
先

　
県�

県
土
整
備
部
都
市
計
画
課

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
7
1
6

　
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/

w
w

w
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r
e

f.y
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m
a

n
a

s
h
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/
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s
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e
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in

d
e

x
.h

tm
l

　
東
京
入
国
管
理
局
甲
府
出
張
所
は
次

の
と
お
り
移
転
し
ま
す
。

▼
開
始
日
　
2
月
20
日
（
月
）
※
現
庁
舎

で
の
業
務
は
2
月
17
日
（
金
）
ま
で

▼
移
転
先
　
〒
4
0
0
―
0
0
3
1

甲
府
市
丸
の
内
1
丁
目
1
番
18
号

甲
府
合
同
庁
舎
9
階

☎
0
5
5
（
2
5
5
）
3
3
5
0

※
電
話
番
号
も
変
更
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ
先

東
京
入
国
管
理
局
甲
府
出
張
所

☎
0
5
5
（
2
2
1
）
0
2
0
6

（
〜
2
月
17
日
）

☎
0
5
5
（
2
5
5
）
3
3
5
0

（
2
月
20
日
〜
）

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て

い
る
人
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ

た
11
人
の
審
査
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
も
審
査

員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
で
は
、
交
通
事
故
や
詐

欺
、
脅
し
な
ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ

て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察

官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ

と
（
不
起
訴
）
に
つ
い
て
、
そ
の
処
分
に

不
満
を
も
つ
被
害
者
な
ど
か
ら
申
立
が

あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴
処
分
が

正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
し
ま
す
。

　
審
査
申
立
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
相
談
、

ま
た
は
検
察
審
査
会
に
つ
い
て
知
り
た

い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
甲
府
検
察
審
査
会
事
務

局
（
甲
府
市
中
央
一
丁
目
10
番
7
号

甲
府
地
方
裁
判
所
内
）

　
☎
0
5
5
（
2
1
3
）
2
5
4
8

（金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

平成23年11月29日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成23年11月29日

平成23年12月6日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成23年12月6日

平成23年12月13日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成23年12月13日

平成23年12月13日

石和町小石和

春日居町

石和町、一宮町、春日居町

一宮町市之蔵

一宮町田中

八代町増利

境川町大黒坂

春日居町桑戸

石和町唐柏

石和町砂原

御坂町

石和町四日市場

春日居学校給食共同調理場

一宮町末木

八代町高家

御坂町ほか

石和町東高橋

御坂町上黒駒

春日居町別田

春日居町桑戸

石和町河内・今井

春日居町小松

御坂町夏目原

境川町大黒坂

御坂町、八代町、境川町、芦川町

石和町松本

八代町南

石和町松本

春日居町桑戸

八代町高家

一宮町坪井

石和町河内・今井

石和町井戸・河内

春日居町熊野堂

境川町小黒坂

境川町小黒坂

¥3,000,000

¥1,900,000

¥7,200,000

¥1,800,000

¥9,000,000

¥2,300,000

¥3,200,000

¥6,300,000

¥8,000,000

¥465,000,000

¥135,000,000

¥59,000,000

¥3,100,000

¥6,500,000

¥2,400,000

¥6,000,000

¥9,300,000

¥1,800,000

¥3,500,000

¥3,600,000

¥10,600,000

¥2,200,000

¥6,000,000

¥2,200,000

¥6,600,000

¥210,000,000

¥3,500,000

¥36,000,000

¥2,900,000

¥2,500,000

¥4,200,000

¥35,000,000

¥16,000,000

¥13,000,000

¥41,000,000

¥26,000,000

笛吹測量（株）

（株）日昇建設

（株）日昇建設

（有）石倉興業

（有）宮下設備

（株）芦沢組土木

（株）上組

（株）小越建設

（株）小越建設

JFEエンジニアリング（株）

（株）日本水道設計社甲府営業所

（株）東京日立山梨支社

（株）日新厨房企画

（株）小林事務機

（株）山梨技術研究所

（株）カワイ

石原設備

（株）日工建設

（有）笛南興業

（有）土屋工業

中央舗道建設（有）

（株）日昇建設

（株）MUKAI

中央舗道建設（有）

中央舗道建設（有）

（株）飯塚工業

（有）住まいの高野

（有）タナカ設備

（有）荻野土建

（有）荻野土建

（有）笛南興業

（株）芦沢組土木

不調

（株）栗田工業

（株）佐野緑化土木

（有）椚設備

市道1308号線他測量設計業務委託

温泉舗装本復旧工事

緊急舗装修繕業務委託5

一宮町配水管布設工事第2工区（市之蔵）

一宮町配水管布設工事第3工区（田中）

増利地内横断側溝改修工事

市道1-38号線側溝整備工事

市道6033号線側溝改修工事（1工区）

市道1284号線側溝改修工事

市道1-13号線（旧石和13号線）（仮称）砂原橋上部工製作工事（債務）

御坂町浄水場・配水池建設実施設計業務委託（繰越）

四日市場配水場配水ポンプ更新工事

春日居学校給食共同調理場食器購入

一宮中学校備品購入

高家水路改修測量設計用地調査業務委託

測量設計業務委託

東高橋配水管布設工事

市道2045号線側溝改修工事

市道1-2号線側溝改修工事

桑戸東地内水路改修工事

舗装本復旧工事第4工区（石和）

舗装本復旧工事第5工区（春日居）

舗装本復旧工事第6工区（御坂）

市道1-38号線舗装工事

緊急舗装修繕業務委託6

石和第五保育所建築主体工事（明許）

八代福祉センター改修工事

石和第五保育所機械設備工事（明許）

市道6020号線道路付替工事（1工区）

高家水路改修工事

坪井水路改修工事

下水道管渠布設工事第15工区（石和）（明許）

下水道管渠布設工事第16工区（石和）（明許）

市道6203（旧春日居3-230）号線道路改良工事

送水管布設工事（境川4工区）

送水管布設工事（境川5工区）

¥2,180,000

¥1,860,000

¥6,840,000

¥1,680,000

¥8,320,000

¥1,840,000

¥2,900,000

¥5,630,000

¥6,483,000

¥325,500,000

¥79,600,000

¥57,000,000

¥3,098,950

¥5,531,200

¥2,000,000

¥5,360,000

¥8,750,000

¥1,650,000

¥3,250,000

¥3,310,000

¥10,100,000

¥2,112,000

¥5,730,000

¥2,090,000

¥6,300,000

¥197,000,000

¥2,730,000

¥32,000,000

¥2,700,000

¥2,420,000

¥3,930,000

¥29,500,000

¥11,440,000

¥40,036,500

¥25,620,000

※総合評価

※

※

※

※

門林コミュニティセンター

　
㈶
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
行
う
宝

く
じ
の
受
託
事
業

収
入
を
財
源
と
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
の
助
成

金
を
受
け
、
八
代
町
竹
居
地
区
に
「
門

林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
が
建
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点

と
な
る
も
の
で
す
。

　
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
宝
く
じ
は
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1



■問合せ先　生涯学習課　青少年育成コーディネーター　☎�055（261）3339

　12月11日、市青少年育成推進協議会では、小学生を対象に「百人一首かるたであそぼう!」を
実施しました。
　百人一首は、百人の歌人による百首の和歌を集めたものです。「５�７�５�７�７」という定型を
とっていて、昔の人は、言葉では言いにくい自分の気持ちや相手への思いを、31文字に込めて
表現しました。そのため、百人一首には百の思いが詰まっていると言えます。
　百人一首は、言葉の意味は分かりにくいのですが、声に出すと流れるような美しい響きをもっ
た日本語で書かれているため、どんなことだろうと想像をめぐらすことができます。
　また、多くの地名が詠まれていて、その場所に訪れると、実際の風景とは趣が異なる情景を
想像上で楽しむこともできます。昔の人は、音や香りなど現代人が感じにくくなっている部分
を敏感に感じとり、美しい言葉であらわして歌にしたのです。
　同協議会では、毎年１月に小学生百人一首大会を開催しています。
　大会を前に、初めての人でも、遊び方がわかるよう学習す
る機会を２回設け、１回目の講座を実施したところ、15名の
小学生が参加しました。初めは、ルールや遊び方が分からな
かった子どもも、講座が終わるころには、楽しみながら少し
ずつ覚えられたようです。
　このような事業は、家庭教育と子どもの体験学習への取り
組みとして、今後もさらに続けていきますので、進んでご参
加をお願いします。

　
展
示
交
流
員
の
分
か
り
や
す
い
ガ
イ

ド
を
聞
き
な
が
ら
、
常
設
展
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
申
込
み
は
不
要
で
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
毎
週
土
曜
日
　

　
午
前
11
時
か
ら
30
分
程
度

▼
場
所
　
常
設
展
示
室

▼
参
加
費

　
常
設
展
の
観
覧
券
が
必
要

　
展
示
交
流
員
が
楽
し
い
参
加
型
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
申
込
み
は
不
要

で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　

　
午
前
11
時
か
ら
30
分
程
度

▼
場
所
　
常
設
展
示
室
（
体
験
型
展
示
）

▼
参
加
費

　
常
設
展
の
観
覧
券
が
必
要

　
開
催
日
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

　
お
正
月
に
ち
な
み
、
「
お
め
で
た
い
」

「
あ
り
が
た
い
」
資
料
を
取
り
揃
え
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
期
間
　
2
月
20
日
（
月
）
ま
で
　

▼
場
所
　
常
設
展
示
室

▼
観
覧
料
　
　

　
一
般
　
　
　
　
　
5
0
0
（
4
0
0
）
円

　
高
校
・
大
学
生
�
2
1
0
（
1
6
0
）
円

　
小
・
中
学
生
　
　
�
1
0
0
（
8
0
）
円

　
（
　
）
は
20
名
以
上
の
団
体
割
引
料
金

▼
日
時
　
2
月
18
日
（
土
）

　
午
後
2
時
30
分
〜
3
時
�

▼
場
所
　
体
験
学
習
室
�

▼
参
加
費
　
無
料

　
事
前
に
申
込
み
は
不
要
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
当
日
は
午
後
1
時
30
分
か
ら

1
時
間
程
度
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

お
庭
の
見
ど
こ
ろ
ガ
イ
ド
」
を
開
催
し
、

県
立
博
物
館
「
お
庭
の
散

策
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

�

　
古
の
人
々
の
暮
ら
し
に
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
2
月
11
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分

▼
場
所
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

▼
講
師
　
閏
間
俊
明
氏
（
県
考
古
学

協
会
会
員
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
定
員
　
30
名
（
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
）

　
甲
州
市
に
残
る
軌
道
を
歩
き
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
18
日
（
土
）

　
集
合
　
午
前
9
時

▼
集
合
場
所
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
　
歩
き
や
す
い
服

装
、
お
弁
当
・
飲
み
物
・
敷
物
な

ど
。

　
琥
珀
で
ま
が
玉
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
2
月
25
日
（
土
）

　
①
午
前
10
時
　
②
午
後
2
時

▼
材
料
費
　
8
0
0
円

▼
定
員
　
各
回
15
名

　
近
代
の
山
梨
を
支
え
た
鉄
道
の
歴

史
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
期
間
　
2
月
20
日
（
月
）
ま
で

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
提

示
で
、
本
人
と
同
伴
の
家
族
が
入
館

無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
釈
迦
堂
ふ

ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
１
０
０

０
円
）
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
釈

迦
堂
を
お
気
に
入
り
の
場
所
と
し
て

楽
し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

（
土
・
日
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

ニュイ・サンジョルジュ市の
アラン・カルトロン市長

バート・メルゲントハイム市の
ウド・グラットハール市長

　市の国際友好都市である、ドイツ、バート・メルゲントハイム市（以下バート市）とフランス、

ニュイ・サンジョルジュ市（以下ニュイ市）より、東日本大震災の被災者をはじめ日本の皆さん

にエールを贈りたいとの想いから、寄付金をいただきましたのでお知らせします。

　バート市から、約3,600ユーロ（約36万円）をいただき、今回で２回目のご寄付となります。

　ニュイ市からは、市議会を中心に被災者の方々へのお見舞いのお気持ちより、約3,000ユーロ（約

30万円）をご寄付いただきました。

　なお、バート市については市民の方々を中心

に募金活動が行われ、第1回目として昨年6月に

約7,000ユーロ（約80万円）をいただいたこと

から、市が日本赤十字社を通して被災地へ届け

た経緯があります。

　両市の寄付金については、1月下旬に、福島県

南相馬市へ直接持参し、両市民のあたたかいお

気持ちをお伝えしてきました。



市立図書館で
ご覧いただける作品集

市内外から34名の児童生徒が出席した表彰式

　
12
月
18
日
、
境
川
総
合
会
館
で

第
15
回
笛
吹
市
小
学
生
・
中
学
生

俳
句
会
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
15
回
目
と
な
る
こ
の
俳
句
会
は
、

平
成
25
年
に
山
梨
県
で
開
催
さ
れ

る
第
28
回
国
民
文
化
祭
・
や
ま
な

し
２
０
１
３
の
応
援
事
業
と
し
て

実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
海
外

の
学
校
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）
を
含
む

全
国
45
都
道
府
県
の
小
・
中
学
校

6
2
8
校
の
児
童
・
生
徒
3
万

7
8
0
1
人
か
ら
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

過
去
最
高
の
応
募
数
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
俳
句

結
社
「
白
露
」
の
同
人
に
よ
り
、

第
15
回
笛
吹
市
小
学
生
・
中
学
生

俳
句
会
作
品
集
に
掲
載
す
る
た
め

の
２
６
９
７
句
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
、
白
露
主
宰
の
廣
瀬
直

人
氏
に
よ
り
入
賞
・
入
選
作
品
89

句
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬

称
略
。
特
選
、
秀
作
は
市
内
の
児
童
・

生
徒
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
）

　
な
お
、
こ
の
た
び
、
境
川
総
合

会
館
に
俳
句
会
の
特
別
賞
に
入
賞

し
た
作
品
の
掲
示
板
を
設
置
し
ま

し
た
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

賞 県名 学校名 学年 氏　名 句

文部科学大臣奨励賞 香川県 高松市立塩江小学校 １年 尾 形 祥 汰 まっかっかたいようあびたとまとたち

賞 県名 学校名 学年 氏　名 句

文部科学大臣奨励賞 東京都 ３年 ぷかぷかと明日をさがす海月かな

山梨県知事賞 山梨県 身延町立中富中学校 ２年 佐 野 真 優 山桜散り青空に舞いあがる

山梨県議会議長賞 東京都 文京区立茗台中学校 ３年 松 本 兵 亮 銀閣の木にぶらさがる毛虫かな

山梨県教育委員長賞 京都府 宮津市立宮津中学校 １年 吉 田 　 遥 おもいでのせんこうはなびともそうよ

山梨県立文学館長賞 愛知県 安城市立安城北中学校 １年 大 西 琴 寧 あざやかなあじさいが咲き雨を呼ぶ

笛吹市長賞 山形県 山形市立山寺中学校 １年 小笠原里緒 朝顔はみんなの朝をまってます

笛吹市議会議長賞 山梨県 身延町立中富中学校 １年 佐 野 　 翼 夏の風初めて投げた変化球

笛吹市教育委員長賞 山梨県 身延町立中富中学校 ３年 斉 藤 佑 弥 金色の千手観音に出会う春

秀作 山梨県 笛吹市立春日居中学校 １年 中 村 翔 太 街灯にぽつんと一つかぶとむし

秀作 山梨県 笛吹市立石和中学校 ３年 早 川 幸 一 暗闇の激しい雨といなびかり

秀作 山梨県 笛吹市立御坂中学校 ２年 斉 藤 朱 里 真夜中の黄色くかけたおつきさま

学校賞 山梨県 身延町立中富中学校

山梨県知事賞 千葉県 千葉市立犢橋小学校 ６年 菅 井 彩 香 のびていくあさがおの手が太陽へ

山梨県議会議長賞 山梨県 笛吹市立境川小学校 １年 福 田 千 宝 なすのきにせみのぬけがらついている

山梨県教育委員長賞 東京都 大田区立久原小学校 ６年 傘立てに日傘ばかりが並んでる

山梨県立文学館長賞 愛知県 幸田町立坂崎小学校 ５年 太 田 優 人 夕焼けを見ていて道が暗くなる

笛吹市長賞 山梨県 笛吹市立境川小学校 ５年 滝 沢 渓 渡 赤とんぼ赤い目玉が飛んでいる

笛吹市議会議長賞 神奈川県 横浜市立南舞岡小学校 ３年 伊 藤 励 生 たんぽぽがたくさんさいたわかれ道

笛吹市教育委員長賞 山梨県 笛吹市立境川小学校 ３年 志 村 瑠 菜 かみなりがはしらのようにおりてくる

山梨県 笛吹市立春日居小学校 ６年 鎮 目 菜 摘 夕立をじっとこらえるつばめ達特選

山梨県 笛吹市立境川小学校 ３年 桑原渓一郎 すいかわりぼくがさいごに登場だ特選

山梨県 笛吹市立石和東小学校 １年 古 屋 羽 琉 おまつりでひかるおもちゃをかいました

秀作

秀作

山梨県 笛吹市立一宮北小学校 １年 酒 井 咲 季 なつやすみプールでふかくもぐれたよ

学校賞 山梨県 笛吹市立境川小学校

は
く
ろ

文部科学大臣奨励賞を受賞した　橋桃花さん

東京都立白　高等学校附属中学校 　 橋 桃 花

　 田 美 奈

　寒いこの季節。冷たい風は犬も苦手です。犬小屋に毛布などの敷物を入れて

あげたり、ブルーシートなどで覆ってあげるなど、犬小屋の保温力アップを考

えてみませんか。

　また、毛布などは天気のよい日には天日干ししてあげましょう。

■�問合せ先　ごみ減量課　�☎�0 5 5（ 2 6 1 ）2 0 4 4 　 または各支所

　
市
民
の
方
か
ら
ご
質
問
を
受
け
る
こ

と
の
多
い
粗
大
ご
み
の
分
け
方
、
出
し

方
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ご
み
は
し
っ
か
り
分
別
し
て
、
地
域

の
指
定
場
所
や
時
間
を
守
っ
て
出
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
で
き
る
だ
け
小
さ
く
素
材
ご
と
に

分
解
し
、
次
の
5
グ
ル
ー
プ
に
分
け

て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
素
材
に
よ
り

処
理
方
法
・
費
用
が
変
わ
っ
て
き
ま

す
、
細
か
く
分
け
る
こ
と
で
費
用
節

減
が
図
れ
ま
す
。

　
（
た
だ
し
、
収
集
場
所
の
関
係
で
、

い
く
つ
か
の
粗
大
ご
み
を
混
合
し
て

収
集
す
る
地
区
も
あ
り
ま
す
）

①
可
燃
性
粗
大
ご
み

・
木
製
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
、

綿
1
0
0
％
以
外
の
衣
類
・
布
製
品

な
ど
。

・
樹
木
は
太
さ
15
セ
ン
チ
以
内
、
長
さ

90
セ
ン
チ
（
春
日
居
地
区
は
60
セ
ン

チ
）
以
内
で
。

②
金
属
粗
大
ご
み

・
金
属
の
み
、
大
部
分
が
金
属
で
で
き

た
も
の
。
リ
サ
イ
ク
ル
不
能
な
缶
類
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
外
の
電
化

製
品
等
な
ど
。

※
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
（
エ
ア

コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
）
の
処
分
方

法
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　③
不
燃
性
粗
大
ご
み

・
陶
器
、
ガ
ラ
ス
製
品
、
リ
サ
イ
ク
ル

不
能
な
ビ
ン
類
な
ど
。

　④
混
合
性
粗
大
ご
み

・
金
属
と
可
燃
・
不
燃
物
が
組
み
合
わ

さ
れ
て
い
る
も
の
。

・
ス
プ
リ
ン
グ
式
ベ
ッ
ト
マ
ッ
ト
、
傘

な
ど
。

※
な
る
べ
く
分
解
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

⑤
布
団
類

・
布
団
、
マ
ッ
ト
レ
ス
、
じ
ゅ
う
た
ん
・

カ
ー
ペ
ッ
ト
、
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
。

※
濡
ら
さ
ず
に
、
透
明
の
袋
に
入
れ
た

り
、
紐
で
し
ば
っ
た
り
し
て
散
ら
ば

ら
な
い
よ
う
し
て
く
だ
さ
い
。

※
動
画
配
信
の
お
知
ら
せ

　
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
「
ご
み
の

分
け
方
・
出
し
方
に
つ
い
て
」
の
動

画
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
適
切
で
な
い
出
し
方
を
し
た
ご
み

が
重
大
な
事
故
の
原
因
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
を
必

ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
電
化
製
品
の
電
池
、
暖
房
機
の
灯
油

は
必
ず
抜
く
。

・
ス
プ
レ
ー
缶
（
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な

い
も
の
）
は
必
ず
穴
を
あ
け
て
か
ら

出
す
。

・
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
は
必
ず
ガ
ス
を

抜
き
、
透
明
の
袋
に
入
れ
る
。

・
包
丁
・
ナ
イ
フ
等
は
刃
の
部
分
を
紙

で
包
む
。

・
割
れ
た
陶
器
・
ガ
ラ
ス
器
等
は
、
透

明
の
袋
な
ど
中
身
の
確
認
し
や
す
い

物
に
入
れ
る
。

※
次
の
物
は
市
で
は
収
集
し
ま
せ
ん
の

で
、
処
分
に
つ
い
て
は
販
売
店
や
専

門
店
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
等
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

・
農
業
用
資
材

・
塗
料

・
医
療
廃
棄
物

・
爆
発
危
険
物

・
建
築
廃
材

・
消
火
器

・
ガ
ス
ボ
ン
ベ

・
パ
ソ
コ
ン
ほ
か



防火ポスターの部で最優秀賞を受賞した横田菜月さん

分列行進で入場する団員

　
1
月
8
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の

里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ン
ド
で
、

市
消
防
団
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
式
典
に
は
、
芝
垣
直
秀
団
長
以

下
各
分
団
の
役
員
な
ど
が
参
加
。

団
員
は
力
強
い
分
列
行
進
で
入
場

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
で
は
団
長
訓
示
の
後
、

消
防
団
員
な
ど
消
防
活
動
に
功
績

の
あ
っ
た
方
々
に
対
し
表
彰
状
や

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
地
域
で
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
「
第
7
回
笛
吹
ち
び
っ

こ
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
市
出
身
の
童
謡
歌
手
・

雨
宮
知
子
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

催
さ
れ
、
参
加
し
た
親
子
は
雨
宮

さ
ん
と
一
緒
に
歌
や
ダ
ン
ス
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
の
子
育
て
支
援
団

体
に
よ
る
遊
び
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

や
子
育
て
支
援
施
設
の
紹
介
、
幼

稚
園
・
保
育
所
（
園
）
の
入
園
案
内
、

子
育
て
相
談
な
ど
も
行
わ
れ
、
多

く
の
子
育
て
中
の
親
子
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

金森選手からボールの握り方を教わる参加者

誓いのことばを発表する新成人の代表＝御坂農村環境改善センター

ステージいっぱいに躍動する市民劇団員

　
12
月
10
日
、
11
日
の
2
日
間
に

わ
た
り
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、

市
民
劇
団
第
6
回
公
演
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
ひ
み
つ
の
実
」
が
上
演
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
市
民
劇
団
は
、
市
内
の
小
・

中
学
生
を
中
心
と
し
て
、
36
名
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
に

結
成
さ
れ
て
以
来
、
毎
年
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
脚
本
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　
2
日
間
で
合
わ
せ
て
約
8
0
0

人
も
の
観
客
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

雨宮未沙さん（右）と雨宮咲輝さん（左）

　
㈳
J
K
J
O
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト

委
員
会
主
催
に
よ
る
第
5
回
全
日

本
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会
・

高
校
女
子
50
㎏
未
満
の
部
で
優
勝

し
た
雨
宮
未
沙
さ
ん
と
高
校
女
子

57
㎏
以
上
の
部
で
優
勝
し
た
雨
宮

咲
輝
さ
ん
の
姉
妹
が
12
月
8
日
に

市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
二
人
は
一
宮
町
下
矢
作
在
住
で
、

こ
の
他
に
も
数
々
の
大
会
で
優
勝

を
収
め
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
全
国
か
ら
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
1
0
2
4
人
（
全
33
階

級
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
1
月
8
日
、
春
日
居
ス
ポ
ー
ツ

広
場
に
お
い
て
、
笛
吹
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
野
球
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
教
室
は
北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を
中
心
と
す
る
選

手
が
市
内
で
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
う
の
に
併
せ
て
平
成
11
年
か

ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
金
子
選
手
、
金
森
選

手
、
植
村
選
手
＝
表
紙
写
真
（
以

上
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
）
や
稲
田
選
手
（
東
北
楽
天
ゴ

ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
）
が
指
導

に
当
た
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
員
に
と
っ
て
プ
ロ
野
球
選
手

と
触
れ
合
う
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

「おもちゃのチャチャチャ」「グーチョキパー」など、
多くの童謡を披露した雨宮さん＝スコレーセンター

　
1
月
8
日
、
笛
吹
市
成
人
式
が

市
内
7
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
市
内
の
成
人
者
は
7
3
1

名
で
、
各
会
場
の
代
表
者
か
ら
新

成
人
と
し
て
の
誓
い
の
言
葉
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
会
場
で
は
、
式
典
後

に
参
加
者
同
士
の
近
況
報
告
や
、

中
学
校
時
代
の
恩
師
か
ら
の
ビ
デ

オ
レ
タ
ー
の
上
映
な
ど
趣
向
を
凝

ら
し
た
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
4
日
、
市
消
防
本
部
で
「
防

火
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
防
火
意

識
の
高
揚
を
目
的
に
、
全
国
秋
季

火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
市
内
の
児
童
か

ら
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
「
消
し
た
は
ず

決
め
つ
け
な
い
で
　
も
う
一
度
」

の
標
語
を
入
れ
た
防
火
ポ
ス
タ
ー

や
、
思
い
思
い
の
防
火
図
画
を
画

用
紙
い
っ
ぱ
い
に
描
き
ま
し
た
。

　
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
部
と
図
画
の

部
併
せ
て
4
7
4
点
の
応
募
が
あ

り
、
審
査
の
結
果
、
防
火
ポ
ス
タ

ー
の
部
は
25
名
、
防
火
図
画
の
部

に
は
8
名
が
入
選
し
ま
し
た
。
上

位
入
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬

称
略
）

▼
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
部

・
最
優
秀
賞

　
横
田
菜
月
（
一
宮
北
小
6
年
）

・
消
防
長
賞

　
雨
宮
　
圭
（
八
代
小
4
年
）

・
審
査
員
特
別
賞

　
斉
藤
李
実
（
八
代
小
5
年
）

・
優
秀
賞
　
他
　
22
名

▼
防
火
図
画
の
部

・
最
優
秀
賞

　
鴨
下
菜
奈
（
石
和
南
小
4
年
）

・
消
防
署
長
賞

　
大
森
健
心
（
境
川
小
2
年
）

・
優
秀
賞
　
他
　
6
名

市内の公共施設等に掲示され
た平成23年度防火ポスター



●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

2
月
４
日（
土
）・
11
日（
土
）・
18
日（
土
）・

25
日（
土
）

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
　
２
時
〜
2
時
30
分

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

２
月
16
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

２
月
９
日（
木
）・
23
日（
木
）

午
前
11
時
か
ら

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

　
２
月
４
日（
土
）

　
午
後
2
時
〜
３
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

２
月
14
日（
火
）・
28
日（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）★

　
２
月
17
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
２
月
１
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル

　
〜
お
は
な
し
会
〜

２
月
５
日（
日
）・
12
日（
日
）・
26
日（
日
）

午
後
２
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
　
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

２
月
10
日（
金
）・
24
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
２
月
11
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

　
２
月
15
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
２
月
19
日（
日
）午
後
２
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
２
月
11
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

２
月
１
日（
水
）・
８
日（
水
）・
15
日（
水
）・

22
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
え
ほ
ん
で
G
O
！

　
〜
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
〜

２
月
４
日（
土
）・
18
日（
土
）・
25
日（
土
）

午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

２
月
４
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

（
乳
幼
児
向
け
）

２
月
７
日
（
火
）・
28
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

２
月
11
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
（
小
学
生
向
け
）

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

２
月
18
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

２
月
25
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

＊
電
力
不
足
等
に
よ
り
、
閉
館
時
間
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時

出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館
（
担
当
�

雨
宮
）

�
☎
0
5
5（
2
6
2
）
5
9
5
9

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

1
日（
水
）・
２
日（
木
）・
６
日（
月
）・

13
日（
月
）・
20
日（
月
）・
27
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

１
日（
水
）・
８
日（
水
）・
15
日（
水
）・

22
日（
水
）・
29
日（
水
）

◆
一
宮
図
書
館

６
日（
月
）・
13
日（
月
）・
20
日（
月
）・

27
日（
月
）・
29
日（
水
）

◆
八
代
図
書
館

６
日（
月
）・
13
日（
月
）・
20
日（
月
）・

27
日（
月
）・
29
日（
水
）

◆
境
川
図
書
室

５
日（
日
）・
11
日（
土
）・
12
日（
日
）・

19
日（
日
）・
22
日（
水
）・
26
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

６
日
（
月
）・
13
日
（
月
）
〜
17
日
（
金
）

特
別
整
理
期
間
・
20
日（
月
）・
27
日（
月
）・

29
日（
水
）

　素敵なアレンジメントが自分でできてしまう、大好評の教室です。初めての方でも、気

軽にご参加ください。なお、事前の申込みが必要です。（２月１日から受付けます）

▼日　時　2月9日(木）3月8日(木)午後７時～9時　※2回で1セットとなります。

▼場　所　スコレーパリオ　１階　陶芸実習室

▼講　師　河埜寿美子�先生

▼定　員　20名

▼受講費　3000円(2回分の材料費として)

■申込・問合せ先　石和図書館　☎�055（262）5959

　自衛隊山梨地方協力本部で所有する南極観測等に関わる資料・資材等

を展示します。この機会に南極探検等の歴史、自然、科学について学ん

でみませんか。

▼日時　1月25日（水）～2月23日（木）※石和図書館の開館日・開館時間内

▼場所　石和図書館入口

　絵本作家長谷川義史氏とピアニカ王子こと大友剛氏のコラボでおくる絵本ライブです。
子どもから大人まで皆さんと楽しいひとときを過ごしましょう。
▼日　時　3月4日（日）開場　午後１時
　　　　　　　　　　��開演　午後１時30分から
▼場　所　いちのみや桃の里ふれあい文化館
▼入場料　無料（定員300名）

ただし、事前の申込みが必要です。（2月4日から受付けます）
▼協　賛　いちのみや桃の里ふれあい文化館
　　　　　当日、図書販売とサイン会があります。
■申込先　各市立図書館
　又は、いちのみや桃の里ふれあい文化館　☎�0553（47）6066

　朗読ボランティア「せせらぎ」による朗読発表会です。素敵なひと時をお過ごしください。

▼日　時　2月18日（土）午後1時30分　　　▼場　所　一宮図書館　視聴覚室

▼入場料　無料

■問合せ先　一宮図書館　☎�0553（47）5220

こうの



■問合せ先　・開催期間前　ＪＡふえふき富士見支所　　☎�055（262）2158
　　　　　　　　　　　　　市観光商工課　　　　　　　☎�055（262）4111
　　　　　　・開催期間中　ＪＡふえふき富士見直売所　☎�055（262）3853

ハウス桃園で美しい桃の花のお花見を楽しみながら、ゆったりのんびりしませんか。

開園初日は入園料無料で、オープニングイベントも開催されます。

▼開園日時　２月14日（火）～３月中旬（最終日は開花状況によります）

　　　　　　午前10時～午後３時

▼入園料　１人500円（10人以上の団体は１人300円）

　　　　　○時間制限なし、ジュース付き

　　　　　○小学生以下は無料

■受付場所　JAふえふき富士見直売所

※予約なしでも、受付当日にご利用いただけますが、団体の方は事前にご予約ください。

■その他

○食事・飲み物などの持ち込みは自由で

すが、火気の使用はできません。

○机、シート、トイレは会場にご用意し

ています。

○弁当・オードブル・飲物の出前が可能

です。

○花を摘んだり、枝を折ったりしないで

ください。

○ゴミのお持ち帰りにご協力願います。
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